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10
年
ご
と
に
進
化
し
て
い
る

移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
春
か
ら
携
帯

電
話
事
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
/
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

楽
天
モ
バ
イ
ル
に
よ
る
５
Ｇ
の
商
用
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
た
。「
Ｇ
」
は
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
頭
文
字
で
あ
り
、
５
Ｇ
は
第
５
世
代
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
を
意
味
す
る
。
日
本
の
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
は
１
９
８
０
年
代
の
自
動

車
無
線
電
話
を
第
１
世
代
と
し
、
10
年
ご
と

に
進
化
し
て
き
た
。
第
４
世
代
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ※
1

/

４
Ｇ
か
ら
10
年
を
経
て
登
場
し
た
５
Ｇ
は
、

①
超
高
速
・
大
容
量
、
②
超
低
遅
延
、
③
多

数
同
時
接
続
、
と
い
う
特
長
を
持
っ
て
い
る
。

超
高
速
に
つ
い
て
は
、
最
高
伝
送
速
度

10
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ※
2

で
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
と
比
べ
て
１
０
０

倍
速
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
５
分
か
か
っ

て
い
た
２
時
間
の
映
画
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

５
Ｇ
で
は
わ
ず
か
３
秒
で
行
え
る
。
超
低
遅

延
と
は
、
送
受
信
者
間
の
遅
延
（
タ
イ
ム
ラ

グ
）
が
小
さ
く
な
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
が

高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
５
Ｇ
で
は

タ
イ
ム
ラ
グ
が
Ｌ
Ｔ
Ｅ
に
比
べ
て
10
倍
小
さ

く
な
り
、
１
ミ
リ
秒
程
度
に
縮
ま
っ
た
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
通
信
の
精
度
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
、
例
え
ば
、
遠
隔
地
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
精
緻

な
操
作
が
可
能
と
な
る
。
多
数
同
時
接
続
に

つ
い
て
は
、
５
Ｇ
で
は
１
㎢
で
１
０
０
万
台

の
端
末
や
セ
ン
サ
ー
を
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
５
Ｇ
の
性
能
は
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
/

４
Ｇ
に
比
べ
て
10
倍
か
ら
１
０
０
倍
向
上
し

た
。
そ
の
５
Ｇ
の
サ
ー
ビ
ス
を
携
帯
電
話
事
業

者
が
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
端
末
で
大
容
量
の
４
Ｋ
・
８
Ｋ
の
映

像
の
視
聴
や
オ
ン
ラ
イ
ン
対
戦
ゲ
ー
ム
が
快
適

に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
家
庭

内
の
家
電
製
品
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
げ
て
遠
隔
や
自
動
で
制
御
で
き
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
シ
ー
ン
で
の
快
適

性
・
利
便
性
は
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

地
域
や
企
業
が
利
用
で
き
る

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
制
度
化

５
Ｇ
の
商
用
化
と
と
も
に
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
社
会
や
産
業
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
、
地
域
や
産
業

の
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
企
業
や
自

治
体
な
ど
が
自
ら
の
建
物
や
敷
地
の
中
で
ス

ポ
ッ
ト
的
に
構
築
で
き
る
５
Ｇ
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
５
Ｇ
の
商
用
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
一
歩

-

視
点-
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５
Ｇ
を
活
用
し
た
遠
隔
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
高
度
医
療
を
届
け
る
と
と
も
に
、
若
手
医
師
を
育
成
す
る

山
口
県

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
て
カ
キ
養
殖
の
生
産
性
向
上
を
目
指
す

広
島
県
江
田
島
市

遠
隔
地
で
も
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場
感
の
あ
る
指
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を
可
能
に　
５
Ｇ
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活
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し
た
バ
ス
ケ
ッ
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ボ
ー
ル
教
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開
催
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。
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中尾 彰宏
〈なかお・あきひろ〉
1991年東京大学理学
部卒業、94年同大学
院修士課程修了。IBM
テキサスオースチン
研究所、東京基礎研究
所などを経て、プリン
ストン大学大学院コンピュータサイエンス
学科にて修士・博士学位取得。2005年、
東京大学大学院情報学環助教授に就任。14
年同教授に就任。同年、第5世代移動通信
推進フォーラム（5GMF）ネットワーク委
員長兼任。20年7月よりスペースICT 推進
フォーラム5G/Beyond 5G 連携技術分科
会主査、同年12月よりBeyond 5G 推進
コンソーシアム国際委員会委員長を兼任。
21年4月より東京大学工学系研究科に異動

（現職）。専門は情報通信。5G ／ IoT に関す
る複数の産学連携プロジェクトのリーダー
を務める。
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図１　移動通信システムの進化 11移動通信システムの進化 （第１世代～第５世代）
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高度化に向けた取組」（令和2年10月）
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私
は
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
導
入
す
る
上
で
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
産
学
官
の
会
員
で

構
成
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
普
及
研
究
会
」

を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
会
活
動
の
中

で
中
小
企
業
や
自
治
体
、
大
学
等
さ
ま
ざ
ま

な
ユ
ー
ザ
ー
に
導
入
し
や
す
い
価
格
で
提
供

す
る
低
価
格
化
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
感

じ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減

少
に
伴
っ
て
、
自
治
体
や
企
業
で
は
人
的
資

源
・
労
働
力
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
遠
隔

操
作
や
省
人
化
は
、
担
い
手
・
働
き
手
不
足

が
深
刻
な
地
方
の
小
規
模
自
治
体
や
中
小
企

業
の
課
題
解
決
に
役
立
て
た
い
技
術
で
あ
る
。

例
え
ば
、
総
務
省
の
実
証
実
験
で
も
取
り

組
ま
れ
た
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
と
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ

Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た
農
作
業
の
自
動
化
や
熟

練
農
業
技
術
を
反
映
し
た
農
作
業
支
援
、
漁

場
の
遠
隔
監
視
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

化
な
ど
は
、
労
働
力
を
補
う
だ
け
で
な
く
、

技
術
力
や
生
産
性
の
向
上
に
力
を
発
揮
す
る

だ
ろ
う（
図
５
）。
ま
た
、遠
隔
診
療
は
山
間
地・

離
島
等
の
医
療
人
材
不
足
の
解
消
、
河
川
リ

モ
ー
ト
監
視
・
水
位
予
測
は
自
治
体
の
防
災

業
務
の
高
度
化
を
可
能
に
す
る
と
期
待
さ
れ

る
。
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
活
用
を
広
げ
る
た
め

に
も
、
そ
の
有
効
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
先
決
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
情
報
発
信

や
働
き
か
け
、
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

る
ダ
ウ
ン
リ
ン
ク
最
適
化
仕
様
で
は
ダ
ウ
ン

リ
ン
ク
５
４
３
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
、
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
47

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
で
、
ダ
ウ
ン
リ
ン
ク
の
ほ
う
が
10
倍

以
上
速
い
。
そ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
の
実
験

で
は
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
の
47
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
は
高
精
細

映
像
の
瞬
時
の
伝
送
に
は
不
十
分
な
こ
と
か

ら
、
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
を
２
０
７
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
に
引

き
上
げ
、
ダ
ウ
ン
リ
ン
ク
は
２
５
２
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

に
設
定
し
た（
図
４
）。
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
を
最

適
化
し
た
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
で
、
カ
キ
養
殖
に

お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
効
率
性
を
高
め
た
。

先
ん
じ
て
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
12
月

に
一
部
の
周
波
数
帯
で
制
度
化
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
28
Ｇ
Ｈ
ｚ※
３

と
い
う
高
い
周

波
数
帯
の
28
・
２
〜
28
・
３
Ｇ
Ｈ
ｚ
で
制
度

化
。
さ
ら
に
、
低
い
周
波
数
帯
で
も
使
え
る

よ
う
に
１
年
後
の
２
０
２
０
年
12
月
に
４・６

〜
４
・
９
Ｇ
Ｈ
ｚ
で
、
ま
た
28
・
3
〜
29
・
1

Ｇ
Ｈ
ｚ
で
も
制
度
化
さ
れ
た
。
携
帯
電
話
事

業
者
な
ど
が
使
っ
て
い
な
い
周
波
数
帯
で
使

え
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る（
図
３
）。

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
は
、
総
務
大
臣
に
申
請
し
て
免
許
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
限
ら

れ
た
エ
リ
ア
で
ス
ポ
ッ
ト
的
に
使
え
る
も
の

な
の
で
、
電
波
が
建
物
内
や
敷
地
内
に
収
ま

る
よ
う
に
出
力
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
免
許
申
請
で
は
、
実
際
に

電
波
を
発
し
て
測
定
器
で
調
べ
、
携
帯
電
話

事
業
者
の
電
波
を
干
渉
し
て
い
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
資
料
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
。

制
度
化
後
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
大
手
企
業

や
通
信
事
業
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
事
業
者
、
大
学
、
自
治
体
な
ど
が
免
許
を

取
得
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
総

務
省
の
「
地
域
課
題
解
決
型
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

等
の
実
現
に
向
け
た
開
発
実
証
」
と
し
て
、

農
漁
業
や
工
場
、
観
光
、
交
通
、
防
災
、
医

療
な
ど
の
分
野
で
数
々
の
実
証
実
験
が
行
わ

れ
て
い
る
。

解
決
し
た
い
課
題
に
応
じ
て

整
備
で
き
る
自
由
度
が
強
み

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
無

線
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
技
術
と
し

て
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
W
i
-F
i
が
あ
る
。

W
i
-F
i
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
導
入
す

れ
ば
容
易
に
通
信
が
可
能
に
な
る
半
面
、
誰
で

も
設
置
で
き
る
こ
と
か
ら
電
波
が
干
渉
し
合
っ

て
混
線
し
た
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
問
題
が

生
じ
た
り
す
る
と
い
っ
た
恐
れ
も
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
、
免
許
制
な
の
で

電
波
は
安
定
し
て
お
り
、
運
用
上
の
認
証
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
リ
ス
ク
は
低
い
。
ま
た
、

伝
送
速
度
を
通
信
事
業
者
と
異
な
る
仕
様
で
個

別
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
利

点
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
利
点
を
生
か
し
て
私
の
研
究
室
で
は
、

総
務
省
の
「
地
域
課
題
解
決
型
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ
等
の
実
現
に
向
け
た
開
発
実
証
」
事
業
で
、

広
島
県
江
田
島
市
で
カ
キ
養
殖
場
を
遠
隔
監

視
す
る
実
証
実
験
を
民
間
事
業
者
と
と
も
に

行
っ
た
（
詳
細
は
９
〜
11
頁
）。
こ
の
実
験
で

は
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
使
っ
て
、
水
中
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
た
大
容
量
の
海
中
の
高
精
細
映

像
を
地
上
へ
伝
送
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視

す
る
た
め
、
伝
送
速
度
を
高
め
る
ア
ッ
プ
リ

ン
ク
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
が
必
要
と
な
っ
た
。

伝
送
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
を
端
末
か
ら

基
地
局
へ
送
る
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
と
、
基
地
局

か
ら
端
末
に
送
る
ダ
ウ
ン
リ
ン
ク
と
い
う
２

つ
の
電
波
の
流
れ
が
あ
る
。
５
Ｇ
で
は
そ
の

２
つ
の
電
波
の
速
度
の
比
率
を
変
え
る
こ
と

が
可
能
で
、
携
帯
電
話
事
業
者
は
ユ
ー
ザ
ー

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
を
閲
覧
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
端
末
に
送
る
ダ
ウ
ン
リ
ン

ク
で
性
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
伝
送
速
度

を
設
定
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
通
常
の
通
信
事
業
者
が
設
定
す

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
は
、
解
決

し
た
い
課
題
に
応
じ
て
整
備
で
き
る
自
由
度

の
高
さ
が
最
大
の
強
み
だ
と
い
え
る
。

中
小
企
業
や
自
治
体
が
自
由
に
使
え
る

環
境
整
備
が
普
及
の
カ
ギ

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
通
信
が
安
定
し
て
行

え
る
こ
と
も
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
大
き
な
特
長
で

あ
る
。
特
に
遠
隔
で
の
監
視
や
制
御
が
容
易
に

な
る
た
め
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２
０
２
０
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る「
地

域
課
題
解
決
型
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
等
の
実
現
に

向
け
た
開
発
実
証
」
事
業
で
は
、
農
場
で
の

複
数
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
遠
隔
監
視
制
御
に
よ

る
自
動
運
転
、
工
場
で
の
目
視
検
査
の
自
動

化
と
遠
隔
に
よ
る
品
質
確
認
、
山
間
部
の
診

療
所
に
お
け
る
遠
隔
に
よ
る
問
診
や
超
音
波

検
査
、
河
川
の
水
位
変
動
予
測
と
防
災
情
報

の
可
視
化
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
結
果
を

検
証
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
有
効
な
活
用
場

面
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

東
京
大
学
で
も
、
５
Ｇ
・
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

を
活
用
し
た
臨
場
感
の
あ
る
遠
隔
教
育
や
、

長
崎
市
な
ど
と
連
携
し
た
災
害
時
避
難
所
に

お
け
る
避
難
者
の
健
康
状
態
な
ど
の
遠
隔
に

よ
る
一
元
管
理
、
山
梨
県
と
連
携
し
た
富
士

山
の
火
山
防
災
対
策
に
向
け
た
遠
隔
に
よ
る

監
視
な
ど
の
研
究
や
実
証
実
験
を
進
め
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
技
術
で
あ
る
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
は
、
活
用
の
場
面
や
有
効
性
が
分

か
ら
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
、
大
学

や
自
治
体
、
民
間
企
業
等
が
組
ん
で
実
証
を

重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
導
入
や
普
及
に

向
け
て
は
、
事
業
費
の
低
廉
化
・
低
コ
ス
ト

化
が
課
題
と
な
る
。
小
規
模
事
業
者
な
ど
は

携
帯
電
話
事
業
者
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
整
備

へ
の
多
額
の
投
資
は
難
し
い
た
め
、
い
か
に

コ
ス
ト
を
抑
え
た
整
備
が
可
能
と
な
る
か
が

今
後
の
普
及
の
カ
ギ
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

免
許
申
請
も
含
め
、
導
入
の
手
続
き
な
ど
を

簡
素
化
し
労
力
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
や
、
中
小
企
業
や
自
治
体
が
自
由
に
参

入
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
や
支
援
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 ５Ｇがもたらす可能性特集

※1 LTE…L o n g  T e r m 
Evolutionの略。3Ｇ
を進化させたもので

「3.9Ｇ」と呼ばれる
※2  Gbps…デ ー タ 伝 送

の速度を表す単位。
1Gbpsでは1秒間に
1Gb（ギガビット）の
データが伝送できる

※3 GHz…周波数や振動
数を表す単位。1GHz
は毎秒10億の周波数
や振動数を表す

図２　５G推進・展開のスケジュール

総務省 情報流通行政局 地域通信振興課「総務省におけるローカル5G等の推進」（令和3年3月）を基に作成

図３　ローカル５Gが使用する周波数

総務省 情報流通行政局 地域通信振興課「総務省におけるローカル5G等の推進」（令和3年3月）を基に作成

写真提供／東京大学中尾研究室

図５　５Gの活用で期待される地域課題の解決

出典：総務省 情報流通行政局 地域通信振興課「総務省におけるローカル5G等の推進」（令和3年3月）

4.5GHz帯

 4.5

27.0 27.4 27.8 28.2 28.3 29.1 29.5

4.6 4.9（GHz）

（GHz）

28GHz帯　

NTTドコモ
100MHz

ローカル5G
（2020年12月割り当て済み）

300MHz

楽天モバイル
400MHz

NTTドコモ
400MHz

KDDI ／沖縄
セルラー電話
400MHz

ローカル5G（2019年12月割り当て済み）

100
 MHz

ローカル5G
（2020年12月割り当て済み）

800MHz
ソフトバンク
400MHz

地域課題解決型ローカル5G等の実現に向けた開発実証
（2020年度～）

2019 2023202220212020

2019年4月

5
Ｇ
用

周
波
数
割
り
当
て

プレサービス
開始

（2019年9月）

商用サービス
開始

（2020年3月）

割り当てから2年以内に
全都道府県で
サービス開始

5年以内に全国の50％以上の
メッシュで基地局展開※
申請4者の計画をあわせると、5G基
盤展開率は98.0％であり、日本全
国の事業可能性のあるエリアほぼ
全てに5G基盤が展開される予定。

※

5G用周波数
次期割り当ての検討

★2020年11月に追加割り当て
（1.7GHz帯（東名阪以外））の
　開設指針案公表

★2021年4月上旬
　周波数割り当て（予定）

ローカル5Gの検討
★2019年12月に一部制度化

★周波数拡張
（2020年12月） 順次、拡充

多様な5Gサービスの
展開・推進

5G総合実証試験
（2017年度～2019年度）

図４　カキ養殖実証実験における
ローカル５G基地局の低廉化・カスタム化

通常の通信事業者の設定 実証実験でカスタマイズ化した設定

7777ローカル5Gの概要

建物内や敷地内で自営の５Gネットワークとして活用ゼネコンが建設現場で導入
建機遠隔制御

事業主が工場へ導入
スマートファクトリ

農家が農業を高度化する
自動農場管理

自治体等が導入
河川等の監視

センサー、4K/8K

 地域の企業や自治体等の様々な主体が、自らの建物内や敷地内でスポット的に柔軟に構築。
令和元年12月制度化。令和2年12月18日に新たな周波数を追加し受付を開始。

 全国携帯事業者の５Ｇサービスと異なり、
 先行して構築可能。
 必要となる性能を柔軟に設定可能。
 他の場所の通信障害や災害などの影響を受けにくい。

 Wi-Fiと比較して、無線局免許に基づく安定的な利用が可能。

インフラ監視

河川監視

スマート工場

建機遠隔制御

農業
での活用

建設現場
での活用

工場での
活用

スマート農業

防災現場
での活用

77

スマートファクトリー
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中
山
間
地
域
や
離
島
の

医
療
体
制
の
充
実
化
を
図
る

山
口
県
は
、
５
Ｇ
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
防
府
市
に
あ
る
県
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
と
岩
国
市
の
市
立
美
和
病
院
を
結

び
、
へ
き
地
医
療
機
関
を
遠
隔
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
実
証
実
験
を
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年

３
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
５
Ｇ
に
よ
る
画

像
伝
送
と
注
視
が
必
要
な
箇
所
を
ポ
イ
ン

タ
ー
等
で
直
接
示
せ
る
機
能
を
組
み
合
わ
せ

た
医
療
分
野
で
の
実
証
実
験
は
、
全
国
で
初

め
て
で
あ
る
。

山
口
県
で
は
中
山
間
地
域
や
本
州
最
多
21

の
有
人
離
島
な
ど
の
へ
き
地
が
県
土
の
約
６

割
を
占
め
、
約
20
万
人
（
人
口
の
約
14
％
）

が
へ
き
地
で
暮
ら
し
て
い
る
。
へ
き
地
の
高

齢
化
率
は
50
％
を
超
え
、
高
度
な
医
療
を
提

供
す
る
医
療
機
関
が
身
近
に
な
く
、
医
療
体

制
の
充
実
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

山
口
県
は
へ
き
地
の
医
療
機
関
に
自
治
医

美和病院の内視鏡検査の映像が、山口県立総合医療センターのモニターに映し出される
写真提供／山口県

科
大
学
出
身
の
若
手
医
師
を
派
遣
し
、
山
口

県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
へ
き
地
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え

て
き
た
。
現
在
、
12
名
の
同
大
出
身
医
師
が

県
内
８
カ
所
の
へ
き
地
医
療
機
関
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
が
、そ
の
若
手
医
師
た
ち
に
は
「
診

療
方
針
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
専
門
医
が
身

近
に
い
な
い
」
と
い
う
悩
み
が
つ
き
も
の
だ
。

「
へ
き
地
の
病
院
に
は
経
験
の
浅
い
若
手
医

師
が
多
く
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
に
は
医
師
自
身
が
都
市
部
の
病
院
に
出
向

く
こ
と
な
ど
が
必
要
で
、
日
数
を
要
し
、
患

者
さ
ん
に
も
医
師
に
も
負
担
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
」
と
山
口
県
健
康
福
祉
部
医
療
政

策
課
医
師
確
保
対
策
班
の
杉
井
邦
彦
さ
ん
は

説
明
す
る
。

独
自
の
閉
域
回
線
を
使
用
し

医
療
情
報
の
流
失
を
防
ぐ

そ
う
し
た
中
で
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

６
月
に
、
県
と
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国

支
社
、
山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
岩

国
市
の
４
者
で
「
５
Ｇ
を
活
用
し
た
へ
き
地
医

療
機
関
遠
隔
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
証
に
係
る

協
定
」を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
、２
０
１
９（
令

和
元
）
年
９
月
に
県
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国

支
社
が
締
結
し
た
「
５
Ｇ
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
に
向
け
た
連
携
と
協
働
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
い
て
医
療
分
野
で
の
地
域
振
興

の
促
進
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

実
証
実
験
を
行
う
へ
き
地
の
医
療
機
関
と

し
て
美
和
病
院
が
選
ば
れ
た
の
は
、
中
山
間

地
域
な
が
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
が
す
で
に
あ

る
程
度
整
備
さ
れ
て
お
り
、
５
Ｇ
の
通
信
環

境
に
つ
い
て
も
早
期
実
現
が
見
込
め
、
人
材

面
も
含
め
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
る
医
療
体

制
が
整
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

４
者
の
協
定
締
結
後
、
美
和
病
院
と
県
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
双
方
に
５
Ｇ
基
地
局
が

開
設
さ
れ
、
内
視
鏡
検
査
に
備
え
、
美
和
病

院
の
内
視
鏡
室
と
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
へ

き
地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
内
視
鏡
室

に
そ
れ
ぞ
れ
５
Ｇ
ル
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

（
図
１
）。

「
２
０
２
０
年
７
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た
ド
コ

モ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ウ
ド
と
い

う
閉
域
回
線
（
図
２
）
を
使
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

デ
ー
タ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
失
す
る
こ
と

な
く
安
全
に
送
受
信
さ
れ
ま
す
。
医
療
情
報
が

外
部
に
漏
れ
な
い
徹
底
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は

本
シ
ス
テ
ム
の
要か
な
め

の
一
つ
で
す
」
と
山
口
県
健

康
福
祉
部
医
療
政
策
課
医
師
確
保
対
策
班
の
藤

田
郁
昭
さ
ん
。
併
せ
て
伝
達
遅
延
の
低
減
と
い

う
利
点
も
備
え
た
回
線
で
あ
る
。

動
画
と
音
声
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

伝
送
し
、
ポ
イ
ン
タ
ー
で
指
示

２
０
２
１
年
３
月
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ

大型モニター

岩国市立美和病院 山口県立総合医療センター
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5Ｇを活用した遠隔サポートシステムで高度
医療を届けるとともに、若手医師を育成する
山口県

県土の約６割がへき地※１である山口県では、へき地における高度医療の提供と
へき地医療を担う若手医師の診療技術の向上・育成が課題である。
県は対策として、県立総合医療センターとへき地の医療機関を５Ｇでつなぎ、
へき地の医療をリアルタイムで専門医が遠隔サポートするシステムを整備し、
現在全国初の実証実験を行っている。 文／村上 郁子

 ５Ｇがもたらす可能性特集

美和病院の内視鏡室。全景
を映し出す映像と内視鏡の
映像が、山口県立総合医療
センターに伝送される
写真提供／岩国市

図１　遠隔サポートシステムの構成

図２　ドコモオープンイノベーションクラウドの特徴
出典：山口県HP

ドコモオープンイノベーションクラウドHPを基に作成

※1 へき地…無医地区（地域の中心地を起点に概ね半径4kmの区域内に50人以上が居住し、かつ容易に医療機関を利用
できない地区）や準無医地区（無医地区ではないが、無医地区に準じた医療の確保が必要な地区）を指す

※2 ドコモオープンイノベーションクラウド…
インターネット回線を介したパブリッ
ククラウドと異なり、ドコモオープン
イノベーションクラウドは、ドコモの閉
域網の中で5G通信を利用できるため、
セキュリティレベルが高い。また、ユー
ザー端末により近い場所にデータ処理
を行うコンピュータを配置し、5G通信
の最適化・高速化を図る技術「マルチア
クセスエッジコンピューティング」によ
り、低遅延化がなされている
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広島県

カキ養殖場 江田島市

る
実
証
実
験
を
経
て
、
同
年
７
月
に
は
実
際

の
患
者
を
対
象
に
し
た
検
査
で
実
証
実
験
が

行
わ
れ
た
。

美
和
病
院
の
医
師
が
患
者
の
体
内
に
胃
カ

メ
ラ
を
入
れ
る
と
、
そ
の
映
像
は
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
。

「
４
Ｇ
ま
で
の
通
信
環
境
で
は
静
止
画
像
が

中
心
で
、
動
画
の
連
続
性
は
望
め
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
５
Ｇ
で
は
動
画
と
音
声
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
伝
わ
り
、
衛
星
中
継
の
よ
う
な
タ

イ
ム
ラ
グ
も
あ
り
ま
せ
ん
」

モ
ニ
タ
ー
を
見
つ
め
る
消
化
器
内
科
の
専

門
医
は
、
胃
の
内
壁
の
注
視
が
必
要
な
箇
所

な
ど
を
ポ
イ
ン
タ
ー
で
指
し
示
し
、
対
応
方

法
を
伝
え
る
。
美
和
病
院
の
医
師
は
そ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
で
聴
き
な
が
ら

検
査
を
進
め
、
指
導
に
従
っ
て
必
要
な
処
置

を
行
っ
た
。

病
巣
の
位
置
を
ポ
イ
ン
タ
ー
で
指
し
、
囲

み
を
記
し
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
機
能
は

ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
、
こ

の
遠
隔
サ
ポ
ー
ト
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

「『
こ
こ
』
と
ポ
イ
ン
タ
ー
で
患
部
を
示
せ
ま

す
か
ら
、
検
査
医
の
傍
ら
で
専
門
医
が
助
言

す
る
の
と
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
」

さ
ら
に
全
景
映
像
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

３
６
０
度
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
観
察
が
可

能
で
、
検
査
す
る
医
師
の
手
の
動
き
な
ど
も

遠
隔
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

若
手
医
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

患
者
の
負
担
低
減
に
つ
な
が
る

検
査
を
行
っ
た
美
和
病
院
の
医
師
か
ら
は

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
指
示
を
も
ら
え
て
判
断

に
迷
う
こ
と
が
な
か
っ
た
」、
指
導
し
た
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
専
門
医
か
ら
も
「
そ
ば

で
見
て
い
る
の
と
同
じ
感
覚
で
、
違
和
感
な

く
指
示
を
出
せ
た
」
と
好
反
応
だ
っ
た
。
現

場
で
の
こ
う
し
た
直
接
指
導
は
若
手
医
師
の

診
断
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

る
。
記
録
機
能
に
よ
っ
て
検
査
の
様
子
な
ど

を
保
存
し
、
振
り
返
り
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
従
来
で
は
検
査
結
果
を
出
す
ま
で
に
日
数

を
要
し
て
い
た
事
例
や
再
検
査
が
求
め
ら
れ

て
い
た
事
例
で
も
、
一
度
の
検
査
で
早
期
診

断
が
可
能
と
な
り
、
患
者
さ
ん
の
負
担
も
軽

減
さ
れ
ま
す
」
と
杉
井
さ
ん
。
藤
田
さ
ん
は

「
へ
き
地
で
の
高
度
な
医
療
の
提
供
が
可
能

と
な
る
と
同
時
に
、
若
手
医
師
が
へ
き
地
に

居
な
が
ら
に
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く

道
も
開
か
れ
て
い
く
わ
け
で
す
」
と
、
５
Ｇ

を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

が
、
へ
き
地
の
患
者
と
医
師
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
と
実
感
し
て
い
る
。

実
証
実
験
を
さ
ら
に
重
ね
、

活
用
場
面
を
増
や
す

今
後
は
通
常
診
療
の
中
で
同
意
を
得
ら
れ

た
患
者
を
対
象
に
同
様
の
実
証
実
験
を
重
ね

て
い
く
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る
検
査
や
処

置
等
の
拡
大
も
目
指
す
。
ま
ず
は
美
和
病
院

の
嚥え
ん

下げ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
実
証
実

験
を
計
画
中
だ
。
こ
ち
ら
は
特
に
５
Ｇ
の
全

景
映
像
シ
ス
テ
ム
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

嚥
下
障
害
を
改
善
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
食
べ
物
を
飲
み
込
む
患
者
の
体

位
と
体
内
の
透
視
画
像
の
観
察
を
必
要
と

し
、
別
々
に
観
察
し
た
上
で
結
果
を
照
ら
し

合
わ
せ
て
い
る
が
、「
５
Ｇ
の
全
景
映
像
シ

ス
テ
ム
で
は
、
体
位
と
透
視
画
像
を
同
時
に

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
診
断
の

効
率
化
と
患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
」
と
杉
井
さ
ん
は
説
明
す
る
。

「
５
Ｇ
を
ど
ん
な
医
療
場
面
で
活
用
し
て
い

く
の
か
は
、
現
場
の
医
師
の
ニ
ー
ズ
か
ら
具

体
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
医
療
を
行
う
の

は
あ
く
ま
で
も
へ
き
地
の
医
師
で
あ
り
、
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
は
そ
れ
を
遠
隔
サ

ポ
ー
ト
す
る
立
場
で
す
」
と
藤
田
さ
ん
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
遠
隔
医
療
で
は
な
く
医
療

の
遠
隔
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
。
さ
ら
に
、
県
内
各
地
へ
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、「
ハ
ー
ド
面
、
５
Ｇ
の
通
信
環
境
が

課
題
で
す
。
現
地
の
状
況
に
合
っ
た
基
盤
の

整
備
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
５
Ｇ
は
元
来
、
街
中
で

使
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
中
山
間
地
域
や
離
島
な
ど
に
お
け

る
課
題
解
決
に
も
役
立
つ
こ
と
を
広
く
理
解

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
」
と
話
す
。

山
口
県
内
の
医
師
の
平
均
年
齢
は
53
歳
、

全
国
平
均
49
歳
を
上
回
り
、
全
国
一
の
高
年

齢
だ
と
い
う
。
若
手
医
師
の
育
成
は
へ
き
地

の
み
な
ら
ず
県
全
域
の
課
題
で
あ
り
、
５
Ｇ

を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
サ
ポ
ー
ト
へ
の
期
待

は
今
後
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

総
務
省
の
実
証
実
験
と
し
て
実
施

カ
キ
の
海
面
養
殖
業
に
お
け
る
海
中
の
遠

隔
監
視
の
実
証
実
験
は
、
総
務
省
の
令
和
２

年
度
「
地
域
課
題
解
決
型
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
等

の
実
現
に
向
け
た
開
発
実
証
」
に
選
定
さ
れ

取
り
組
ま
れ
た
。
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
の
株
式
会
社
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
が
実
証
全
体
の
調
整
役
と
な
り
、

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
東
京
大
学
（
大

学
院
中
尾
研
究
室
〈
中
尾
彰
宏
教
授
〉）、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
株
式
会
社
と
と
も
に

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
を
組
成
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
携
帯
電
話
向
け
商
用
５
Ｇ

（
キ
ャ
リ
ア
５
Ｇ
）
環
境
を
提
供
し
、
中
尾
研

究
室
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
が
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
の
技
術
開
発
や
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど

を
担
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。

実
証
実
験
は
、
江
田
島
市
の
カ
キ
養
殖
場

ローカル 5Ｇを活用して
カキ養殖の生産性向上を目指す

全国有数のカキの生産地である広島県江田島市で、
ローカル５Ｇを活用した遠隔によるカキ養殖場の海中監視の実証実験が行われた。
養殖場管理の効率化と生産性向上を図るのがねらいで、
カキの生育状態や養殖場の海中環境を陸上からリアルタイムで遠隔監視する仕組みを構築し、
その有効性と実用性を検証した。

広島県江田島市

水中ドローンが撮影した海中のカキの映像。食害とみられる痕跡やムラサキガイ、フジツボなどが映像から確認できる。
5Gの活用によりこの高精細映像が超低遅延で伝送される

左より、山口県健康福祉部医療政策課医
師確保対策班の藤田郁昭主査と杉井邦彦
主任

内視鏡による胃の内壁の映像を見て、注視が必要な箇所に印
をつけるなど、遠隔で医師をサポートする
写真提供／山口県

文／清水 英孝
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で
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
１
月
25
日
〜

２
月
16
日
の
３
週
間
を
か
け
て
行
わ
れ
た
。

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
特
長
を
生
か
し
、

水
中
の
高
精
細
映
像
を
伝
送

カ
キ
養
殖
に
お
い
て
は
、
付
着
生
物
や
、

溶
存
酸
素
量
が
低
い
貧ひ
ん

酸さ
ん

素そ

水す
い

塊か
い
※
1な
ど
が
カ

キ
の
生
育
を
阻
害
す
る
こ
と
か
ら
、
養
殖

イ
カ
ダ
か
ら
海
中
に
吊
る
し
た
垂す
い

下か

連れ
ん
（
カ

キ
の
貝
殻
を
付
着
さ
せ
た
紐
状
の
針
金
）
の

カ
キ
の
状
態
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
ク

レ
ー
ン
や
手
作
業
で
垂
下
連
を
引
き
上
げ
て

確
認
し
た
り
、
ダ
イ
バ
ー
が
海
中
や
海
底
の

状
況
を
目
視
し
た
り
す
る
た
め
、
人
手
と
コ

ス
ト
の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

ダ
イ
バ
ー
が
海
中
の
状
況
を
広
範
囲
に
確
認

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海

中
の
状
況
把
握
に
ロ
ボ
ッ
ト
（
水
中
ド
ロ
ー

ン
）
を
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

「
そ
こ
で
実
証
実
験
で
は
、
水
中
ド
ロ
ー
ン
を

遠
隔
操
作
し
、
高
精
細
映
像
や
周
辺
の
環
境

デ
ー
タ
を
取
得
し
て
海
中
の
可
視
化
と
環
境

分
析
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
確
認
作
業
の
負
担
を
軽
減

し
、
カ
キ
養
殖
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
し
た
の
で
す
」
と
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
草く
さ

加か

好
弘
さ
ん
は
話
す
。

そ
の
水
中
ド
ロ
ー
ン
の
遠
隔
操
作
と
高
精

細
映
像
等
の
伝
送
に
力
を
発
揮
す
る
と
期
待

さ
れ
た
の
が
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
通
信
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
大
容
量
と
超
低
遅
延
と
い
う

特
長
を
持
つ
５
Ｇ
に
よ
り
、
大
容
量
の
デ
ー

タ
を
瞬
時
に
伝
送
し
、
遅
延
（
タ
イ
ム
ラ
グ
）

を
意
識
す
る
こ
と
な
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
水

中
ド
ロ
ー
ン
を
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
そ
の
上
、
免
許
制
で
あ
る
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
の
電
波
は
安
定
し
て
お
り
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
面
で
の
リ
ス
ク
が
低
く
、
個
別
に
伝

送
速
度
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
（
最
適
化
）
で
き

る
利
点
も
備
え
て
い
る
。

実
証
実
験
は
、
①
養
殖
場
沿
岸
部
に
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
の
基
地
局
を
設
置
し
、
②
基
地

局
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
操
作
し
た
コ
マ
ン
ド

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
命
令
）
を
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
の
電
波
で
養
殖
場
近
く
に
停
泊
し
た
小

型
漁
船
の
通
信
機
へ
送
り
、
③
そ
の
コ
マ
ン

ド
を
漁
船
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
い
だ
水
中

ド
ロ
ー
ン
へ
伝
え
て
垂
下
連
に
接
近
さ
せ
、

④
水
中
ド
ロ
ー
ン
に
装
着
し
た
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
で
カ
キ
の
高
精
細
映
像
と
海
中
の
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
そ
の
映
像
と

デ
ー
タ
を
ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

経
由
で
基
地
局
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
送
す

る
︱
︱
と
い
う
流
れ
で
進
め
た
。

併
せ
て
技
術
実
証
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル

5
G
の
電
波
の
海
上
で
の
通
信
品
質
が
問
題

な
い
こ
と
、
お
よ
び
商
用
エ
リ
ア
が
広
が
っ

て
い
る
キ
ャ
リ
ア
5
G
の
電
波
と
干
渉
し
な

い
こ
と
を
検
証
し
た
。

基
地
局
は
、
江
田
島
市
の
内
能
美
漁
業

協
同
組
合
か
ら
閉
館
中
の
宿
泊
施
設
（
能
美

海
上
ロ
ッ
ジ
）
を
借
り
て
整
備
。
中
尾
研
究

室
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
が
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
通
信
装
置
を
設
置
し
て
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
。
電
波
の
周
波
数
は
４・８
〜
４・９

Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
を
使
用
し
、
基
地
局
か
ら
半
径

５
０
０
ｍ
の
海
上
を
電
波
が
届
く
エ
リ
ア
に

調
整
し
た
上
で
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
免
許
を

取
得
し
て
実
証
実
験
を
開
始
し
た
。
水
中
ド

ロ
ー
ン
は
２
機
種
３
台
を
使
用
し
、
４
Ｋ
ク

ラ
ス
の
高
精
細
映
像
を
撮
影
で
き
る
カ
メ
ラ

と
、
カ
キ
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
海
中
の

水
温
・
塩
分
濃
度
・
溶
存
酸
素
量
を
測
定
す

る
セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
た
。

効
率
的
で
的
確
な

養
殖
管
理
が
可
能
に

３
週
間
の
実
証
の
結
果
、
海
上
に
お
け
る

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
通
信
品
質
に
は
問
題
は
な

く
、
キ
ャ
リ
ア
５
Ｇ
と
の
関
係
で
も
互
い
の

通
信
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
養
殖
カ
キ
の
状
態
確
認
作
業
の
コ
ス

ト
軽
減
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
ー
ン
や
手
作
業

で
行
っ
て
い
た
垂
下
連
の
引
き
上
げ
と
目
視

に
よ
る
従
来
の
作
業
に
比
べ
、
一
生
産
者
当

た
り
年
間
約
84
万
円
の
費
用
（
人
件
費
や
ク

レ
ー
ン
船
稼
働
の
燃
料
費
な
ど
）
削
減
が
可

能
と
試
算
さ
れ
た
。

「
実
証
で
は
熟
練
漁
業
者
に
立
ち
会
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
海
中
に
潜
っ
た
と
き
と
同

じ
よ
う
な
鮮
明
な
映
像
が
基
地
局
の
モ
ニ

タ
ー
で
見
ら
れ
る
こ
と
に
驚
き
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
中
ド
ロ
ー
ン
で
監
視

範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
貧
酸
素
水
塊
の

特
定
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
」
と
レ
イ
ヤ
ー

ズ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
千
葉
尚
志
さ
ん

は
話
す
。
養
殖
カ
キ
の
状
態
を
遠
隔
で
常
時

監
視
す
る
こ
と
で
、
養
殖
イ
カ
ダ
や
垂
下
連

を
生
物
が
付
き
に
く
い
深
場
や
貧
酸
素
水
塊

を
避
け
た
水
域
へ
移
動
さ
せ
る
判
断
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
効
率
的
で
的
確
な

養
殖
管
理
が
可
能
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
現
在
の
水
中
ド
ロ
ー
ン
は
手

動
制
御
に
よ
る
操
作
性
に
限
界
が
あ
り
、
操

作
の
際
に
若
干
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
す
る

と
い
う
課
題
が
あ
る
た
め
、
低
遅
延
と
い
う

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
特
長
を
生
か
せ
る
周
辺
機

器
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
水
中
通
信
で

は
垂
下
連
と
の
絡
ま
り
や
断
線
の
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
水
中
に
お
け
る
通
信
（
音
波
、
光

通
信
な
ど
）
の
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
普
及
に
向
け
て

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
に
よ
る
海
中
の
可
視
化
に

は
、
養
殖
場
の
監
視
だ
け
で
な
く
、
水
中
の

調
査
・
探
索
や
観
光
へ
の
活
用
な
ど
、
多
様

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
可
能
性
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
。
極
め
て
魅
力
的
な
技
術
だ
が
、

現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
基
地
局
の
整
備
に

は
数
千
万
円
規
模
の
初
期
投
資
が
必
要
で
、

ロ
ー
カ
ル
５
G
を
活
用
し
て
課
題
解
決
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
地
域
や
企
業
が
単
体
で
取

り
組
む
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

こ
う
し
た
中
、
東
京
大
学
中
尾
研
究
室
で

は
、
こ
の
実
証
で
の
ロ
ー
カ
ル
５
G
の
安
定

稼
働
の
実
績
を
強
み
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
基

地
局
を
提
供
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
株
式

会
社FLA

RE
SY
ST
EM
S

を
立
ち
上
げ

た
。
低
コ
ス
ト
で
の
ロ
ー
カ
ル
5
G
の
提
供

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
普
及
を
加
速
さ
せ
、

社
会
や
地
域
の
課
題
解
決
、
ビ
ジ
ネ
ス
変
革

に
寄
与
し
た
い
考
え
だ
。

 ５Ｇがもたらす可能性特集

※1 貧酸素水塊…魚介類が生息できない
ほど水中の酸素濃度が少ない比較的
孤立した水塊のこと。水中の有機物
が多い、比較的閉鎖的な水域で夏季
に発生しやすい

※2 ＥＳＧ投資…ＥＳＧは環境（Environment）、
社会（Social）、ガバナンス（Governance）
の頭文字で、３つの観点から企業の
将来性・持続性などを評価して行う
投資のこと

※3 ＳＤＧｓ…国連サミットで採択された
「Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）」の略称

左より、レイヤーズ・コンサルティング統括
マネージングディレクターの草加好弘さん
とバイスマネージングディレクターの千葉
尚志さん

実証実験の場となった江
田島市の能美海上ロッジ

能美海上ロッジにローカル5G基
地局とアンテナを設置。左端は
NTTドコモの商用5Gのアンテナ、
右端がローカル5Gのアンテナ

コントローラーで水中ドロー
ンを遠隔操作。5G技術の大
容量、低遅延を利用して水中
ドローンからリアルタイムに
伝送される垂下連や海底の映
像を確認しながら操縦する

水中ドローンに搭載したセン
サーにより、リアルタイムで
海中の水温や塩分濃度、溶存
酸素量などを計測できる。こ
れらの計測値を基に補正と演
算を行うことで、調査エリア
の貧酸素水塊の判定が可能な
漁業場環境分析を実現

海中状況から漁場の分析

海面養殖場の
遠隔監視

海中の状況を
可視化

吊手を延長し、吊手を延長し、
生物が付きにくい生物が付きにくい
深場へ移動深場へ移動

対策対策

小型漁船と水中ドローンをケーブ
ルでつなぎ、海中の様子を観測

垂下連周辺の海底も観測。落下し
た殻などが堆積すると有機物分解
の過程で酸素が消費され、溶存酸
素量が著しく低下する

養殖場に近づく小型漁船に
5Gアンテナと端末を設置

図　実証実験の概要

基地局より半径500mの海上をローカル5Gの電波が届くエリアに
調整　画像提供／Google

半径500
m

5Gエリア 能美海上ロッジ
（5Gアンテナ）

養殖イカダ

ま
た
、
事
業
者
同
士
の
連
携
や
大
企
業
の

ロ
ー
カ
ル
5
G
導
入
に
よ
り
、
事
業
化
が
加

速
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

「
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
た
大
企
業
が
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ
導
入
の
環
境
整
備
な
ど
に
投
資
を
す
れ
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
化
の
道
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資※
2
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ※
３
の
流
れ
の
中
で
、
企

業
経
営
に
お
い
て
も
環
境
や
社
会
に
対
す
る

貢
献
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大

企
業
に
よ
る
後
押
し
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
で
課
題
解
決
を
図
ろ
う
と
い

う
地
域
や
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
」
と
草
加
さ
ん
は
話
す
。

写真提供／実証コンソーシアム
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遠
隔
地
で
も
臨
場
感
の
あ
る
指
導
を
可
能
に

５
Ｇ
を
活
用
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催

２
０
２
１（
令
和
３
）年
３
月
、
広
島
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
な
ど
７
社
に
よ
り
、
５
Ｇ
回
線
に
よ
る
映
像
伝
送
技
術
等
を
活
用
し
た
遠
隔
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
。
プ
ロ
チ
ー
ム
の
選
手
や
コ
ー
チ
ら
に
よ
る
本
格
的
な
指
導
が
、
山
間
部
や
島
し
ょ
部
に
お
い
て
も
受
け

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、保
存
機
能
を
使
っ
た
参
加
者
自
身
の
動
き
の
振
り
返
り
や
、ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信※
1
に
よ
る
家
族
の
見
学
も
可
能
で
、ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
新
し
い
可
能
性
を
切
り
拓
く
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
お
け
る

地
域
差
を
埋
め
る

遠
隔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
の
実
証
実

験
は
、
広
島
県
の
事
業
「
ひ
ろ
し
ま
サ
ン
ド

ボ
ッ
ク
ス※
2

」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
株

式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る
５
Ｇ
の

機
器
な
ど
を
活
用
し
て
広
島
発
の
新
た
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
「
ひ
ろ
し
ま
サ

ン
ド
ボ
ッ
ク
スPIT

CH
T
RIA
L
5G

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
、
広
島
テ
レ
ビ
放
送
と
株

式
会
社
広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
な
ど※
３

が
こ

の
遠
隔
教
室
を
共
同
提
案
し
、
採
択
さ
れ
た
。

「
プ
ロ
チ
ー
ム
の
選
手
や
コ
ー
チ
が
指
導
す

る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
ほ
と
ん
ど
が
都
市
部
で

開
催
さ
れ
て
い
て
、
参
加
で
き
る
環
境
に

な
い
人
も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
補
う
た
め
に
、
遠
隔
教
室
を
考

案
し
ま
し
た
」
と
広
島
テ
レ
ビ
放
送
Ｄ
Ｘ
事

業
推
進
室
の
佐
藤
晃
司
さ
ん
は
話
す
。

４
Ｋ
カ
メ
ラ
な
ど
を
使
っ
て

空
間
や
動
き
を
詳
細
に
把
握

広
島
市
で
は
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

か
ら
商
用
５
Ｇ
の
整
備
が
始
ま
り
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
は
す
で
に
エ
デ
ィ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
広
島
や
広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
付
属
体
育
館

な
ど
で
使
用
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
当
初

は
同
付
属
体
育
館
で
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
、
同
じ
く
５
Ｇ
が
整
備
さ
れ
て
い
る

広
島
テ
レ
ビ
１
階
ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
す
形

と
な
っ
た
。
ホ
ー
ル
で
は
、
株
式
会
社
モ
ル

テ
ン
の
３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
３
×

３
）用
の
ゲ
ー
ム
ユ
ニ
ッ
ト（
コ
ー
ト
や
ゴ
ー

ル
な
ど
）
や
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
が
使

わ
れ
た
。
ゴ
ー
ル
下
に
４
Ｋ
３
６
０
度
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
コ
ー
ト
全
体
の
空
間
を
ラ
イ

ブ
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

受
講
者
の
動
き
に
合
わ
せ
て
４
Ｋ
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
。
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
も
接
続

し
、
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
細
か
く
指
導
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
た
（
図
１
）。

ゴ
ー
ル
の
近
く
に
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

受
講
者
は
時
間
差
で
自
分
自
身
の
シ
ュ
ー
ト

の
動
き
を
見
た
り
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
コ
ー
チ
陣
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
４
Ｋ
対
応
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

時
間
の
ズ
レ
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
ず
、
相

手
が
そ
の
場
に
い
る
よ
う
な
臨
場
感
が
あ
り

ま
し
た
。
広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
の
コ
ー

チ
側
で
も
、
手
振
り
や
呼
び
か
け
が
相
手
に

き
ち
ん
と
伝
わ
る
と
好
評
で
し
た
」
と
佐
藤

さ
ん
は
話
す
。

高
性
能
機
器
の
多
数
同
時
接
続
を

可
能
に
す
る
５
Ｇ

実
証
実
験
の
様
子
は
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー

バ
ー
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
、
後
日
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
高
性
能
の
機
器
を
多
数
同
時
接
続
で
き
る

ほ
ど
デ
ー
タ
容
量
が
大
き
い
こ
と
が
、
５
Ｇ
の

強
み
の
一
つ
で
あ
る
。

「
今
は
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
中
核
に
あ
た

る
コ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
基
幹
通
信
網
）
が

５
Ｇ
に
移
行
し
て
い
る
途
中
な
の
で
、
遠

広
島
市

文
／
城
市
奈
那

※1 ストリーミング配信…通信ネットワーク
を介して動画や音声を受信して再生する
際に、受信しながら同時に再生を行う「ス
トリーミング技術」を使った動画配信。
ダウンロードしてから再生する方式に比
べ、ほとんど待ち時間なく視聴できる

※2 ひろしまサンドボックス…広島県による
AI・IoT等の実証プラットフォーム事業。
AI、IoT、ビッグデータ等の最新テクノ
ロジーを活用することにより、県内企業
が新たな付加価値の創出や生産効率化に
取り組めることを目的とした、県内外企
業や人材との共創の場

※3 広島テレビ放送株式会社、株式会社広島
ドラゴンフライズ、株式会社NTTドコモ
中国支社、株式会社エネルギア・コミュ
ニケーションズ、富士通株式会社、株式
会社ビーライズ、株式会社モルテンの７
社による実証実験

NTTドコモ中国支社にいる広島ドラゴンフライズのコーチ
陣。4K360度カメラとスポットのカメラでプレイを確認

広島テレビ１階ホールの受講者。モルテンのゲームユニットで即席の
3×3のコートが出来上がった

シュートの後、近くのモニターで自分自身のプレイを確認し、
プレイを見たコーチからアドバイスを受ける

ゴール下に4K360度カメラを設置し、コート全景の映像を
コーチ陣に伝送

遠隔地にいる指導者と受講者で始まる前に円陣を組む。時間のズ
レを感じさせないテレビ会議システムと高精細な映像で、スムー
ズなコミュニケーションが図れた

隔
地
同
士
を
つ
な
ご
う
と
す
る
と
従
来
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
、
遅
延
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
回

は
ド
コ
モ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ

ウ
ド
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
N
T
T
ド
コ

モ
の
閉
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
５
Ｇ
と

同
じ
環
境
を
つ
く
り
、
超
高
速
・
大
容
量
、

超
低
遅
延
、
多
数
同
時
接
続
と
い
う
５
Ｇ
の

特
長
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
商

用
５
Ｇ
を
活
用
し
た
こ
こ
ま
で
大
容
量
の
実

証
実
験
は
、
他
の
地
域
で
は
ま
だ
行
わ
れ
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
」

実
証
実
験
で
、
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
質
の

高
い
指
導
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
感
触
を
得
た

一
方
で
、
実
施
に
か
か
る
費
用
と
受
講
料
の
バ

ラ
ン
ス
、
受
講
者
側
の
機
器
の
取
り
扱
い
の
ノ

ウ
ハ
ウ
取
得
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開
す

る
上
で
の
課
題
も
明
確
に
な
っ
た
。

「
５
Ｇ
が
使
え
る
場
所
が
増
え
て
く
れ
ば
、

山
間
部
や
島
し
ょ
部
で
も
こ
う
し
た
遠
隔
ス

ポ
ー
ツ
教
室
は
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
機
器

を
操
作
し
な
が
ら
、
プ
ロ
の
指
導
を
聞
き
、

現
地
の
参
加
者
を
う
ま
く
誘
導
す
る
受
講
者

側
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
が
非
常
に
重
要
に
な
る

と
感
じ
ま
し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　

こ
の
実
証
実
験
を
経
て
、
現
在
は
参
画
し

た
企
業
の
間
で
仕
組
み
の
標
準
化
な
ど
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
応
用

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 ５Ｇがもたらす可能性特集

図１　遠隔バスケットボール教室の構成

写真提供／広島テレビ放送株式会社

テレビ会議
映像送受信

配信・アーカイブ

受講者側 コーチ側

NTTドコモ中国支社広島テレビ
ドコモ
オープン

イノベーション
クラウド®

ドコモ5G ドコモ5G

5G
CPE

5G
CPEHUB

HUB

　4K360°
カメラ

4K
エンコーダー

4K
エンコーダー

VRゴーグル／TV VRゴーグル／TVビューワ
PC

ビューワ
PC

４Kカメラ ４Kカメラ
4K

デコーダー

4K
エンコーダー

4K
デコーダー

テレビ会議システム

テレビ会議システムパッケージャPC（収録・配信）

4Kカメラ
／4K360度カメラ
（VR指導映像含む）

映像受信

4Kカメラ
映像送受信

　4K360°

VRゴーグル／

テレビ会議システム
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岡
山
県
津
山
市
は
、
古
く
か
ら
出
雲
街
道
の

要
衝
と
し
て
発
展
し
、
県
北
部
の
中
心
都
市
と

し
て
栄
え
て
き
た
。
そ
の
市
街
地
か
ら
程
近
い

距
離
に
あ
る
「
津
山
産
業
・
流
通
セ
ン
タ
ー
」

の
一
画
に
、
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ
テ
ッ
ク
株
式
会

社
は
本
社
工
場
を
構
え
て
い
る
。

同
社
は
、
自
動
車
部
品
や
建
設
機
械
部
品

の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
を
提
供
す
る
メ
ー
カ
ー
だ
。
も
と
も
と

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
基
盤
が
な
か
っ
た
津
山
市
で

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
創
業
し
、
以
降
、

一
歩
ず
つ
、着
実
に
会
社
を
成
長
さ
せ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
道
を
切
り
拓
い
て
き
た
生
駒
徹
志
社

長
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、
経
営
理
念
、
そ

し
て
今
後
の
夢
に
つ
い
て
聞
い
た
。

父
の
急
逝
が
転
機
と
な
り

大
好
き
な
ロ
ボ
ッ
ト
で
起
業

生
駒
社
長
は
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
、
津

山
市
の
さ
ら
に
北
部
に
位
置
す
る
、
山
間
部
の

苫と
ま
田た

郡
奥
津
町
（
現
・
鏡
野
町
）
に
生
ま
れ
た
。

家
は
農
林
業
を
営
ん
で
お
り
、
幼
い
頃
か
ら

農
業
機
械
が
動
く
姿
を
眺
め
て
育
っ
た
。
根
っ

か
ら
の
機
械
好
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
好
き
だ
っ
た
。

津
山
高
専
か
ら
、
新
潟
県
の
長
岡
技
術
科
学

大
学
へ
と
進
む
。
そ
の
時
の
担
当
教
授
か
ら
、

 prof i le

生駒 徹志〈いこま・てつし〉

1963年、岡山県生まれ。津山工業高等専門学校（津山高専）を経て、
長岡技術科学大学大学院修了。松下電器産業株式会社（現・パナソニッ
ク株式会社）での勤務を経て、1998年にイコマロボテック有限会社を
設立。2008年、IKOMAロボテック株式会社に改組。

文／黒部 麻子　　写真撮影／冨岡 誠

「
君
は
ぜ
ひ
と
も
起
業
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
と
い
う
。

「
大
学
４
年
生
の
頃
、
長
岡
市
の
産
業
展
に
う

ち
の
研
究
室
か
ら
も
ロ
ボ
ッ
ト
を
出
展
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
準
備
期
間
が
短

く
、
到
底
一
人
で
ど
う
に
か
な
る
状
況
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
仕
事
を

分
散
さ
せ
、
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
完
成
に

こ
ぎ
つ
け
た
ん
で
す
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
教

授
は
『
起
業
が
向
い
て
い
る
』
と
思
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

そ
こ
で
、「
経
営
の
神
様
」
と
も
呼
ば
れ
た

松
下
幸
之
助
の
下
で
勉
強
す
る
べ
く
、
松
下
電

器
産
業
株
式
会
社（
松
下
電
器
）に
入
社
す
る
。

こ
こ
で
も
、
や
は
り
大
好
き
な
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
に
携
わ
っ
た
。
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
チ
ー

ム
に
加
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
出
し
て
は

商
品
化
し
て
い
く
。
充
実
し
た
日
々
の
な
か

で
、
い
つ
し
か
起
業
へ
の
思
い
も
薄
れ
か
け
て

い
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
入
社
後
７
年
が
過
ぎ
た
頃
、
突
然

転
機
が
訪
れ
た
。
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の

秋
、
父
親
が
、
58
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
た
の
だ
。

「
父
を
棺
に
入
れ
る
時
、『
人
生
、
楽
し
か
っ
た

か
？
』と
そ
っ
と
尋
ね
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
、

自
分
に
返
っ
て
き
ま
し
て
ね
…
…
。
自
分
は
何

の
た
め
に
会
社
員
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、

そ
う
だ
、
起
業
す
る
た
め
に
入
社
し
た
ん
じ
ゃ

な
か
っ
た
の
か
、
と
初
心
に
帰
っ
た
ん
で
す
」

そ
し
て
、
翌
年
の
春
に
は
松
下
電
器
を
退
社

し
、
大
阪
か
ら
津
山
に
帰
郷
。
地
域
の
特
性
を

学
ぶ
た
め
、
市
内
の
企
業
で
２
年
間
勉
強
し
た

の
ち
、
１
９
９
８
年
、
35
歳
で
イ
コ
マ
ロ
ボ

テ
ッ
ク
有
限
会
社
を
設
立
し
た
。

「
迷
い
が
な
か
っ
た
と
い
え
ば
噓
に
な
る
」
と
、

生
駒
社
長
は
当
時
の
心
境
を
振
り
返
る
。
松
下

電
器
で
の
仕
事
も
軌
道
に
乗
っ
て
い
た
。
手
が

け
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
表
彰
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
人
間
関
係
に
も
恵
ま
れ
て
い

た
。
悩
み
に
悩
ん
で
、
最
後
は
妻
に
「
津
山
に

つ
い
て
き
て
く
れ
る
か
」
と
聞
い
た
。
妻
が
頷

い
て
く
れ
た
こ
と
で
決
心
が
つ
い
た
と
い
う
。

無
理
せ
ず
無
借
金
経
営
で

着
実
に
成
長

会
社
設
立
後
、
自
宅
の
２
階
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
設
計
ツ
ー
ル
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
置
い
て
設
計
し
、

玄
関
で
組
み
立
て
を
行
い
、
近
隣
の
企
業
の
仕

事
を
受
注
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

会
社
員
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
で
大
阪
の

会
社
と
も
取
引
が
あ
っ
た
が
、
打
ち
合
わ
せ
に

は
、
朝
一
番
に
行
く
こ
と
を
心
掛
け
た
。
そ
れ

は
、
取
引
先
に
津
山
と
の
距
離
感
を
感
じ
さ
せ

た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
、生
駒
社
長
は
言
う
。

「
そ
れ
も
、
当
時
は
お
金
が
な
か
っ
た
か
ら
、

高
速
道
路
を
使
わ
ず
に
一
般
道
で
行
く
。
だ
か

ら
家
を
出
る
の
は
朝
の
２
時
、
３
時
で
し
た
ね

（
笑
）」

そ
ん
な
草
創
期
を
経
て
、
２
年
半
ほ
ど
で
固

定
客
も
つ
き
、
初
め
て
社
員
を
採
用
し
た
。
工

場
は
、
自
宅
玄
関
か
ら
始
ま
り
、
生
駒
社
長
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
「
ま
さ
に
ヤ
ド
カ
リ
の
よ
う

に
」、
近
郊
の
工
場
や
倉
庫
を
間
借
り
し
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
事
業
規
模
を
大
き
く
し
て
き
た
。

そ
の
背
景
に
は
、「
借
金
を
し
て
ま
で
、
無

理
に
会
社
を
大
き
く
し
な
く
て
良
い
」
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
。

「
今
で
こ
そ
、
銀
行
か
ら
の
助
言
で
少
し
投
資

し
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
無
借
金
経
営
を
貫

い
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
こ
と
を
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
た
く
さ
ん
の
投
資
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
な
と
。
今
の
領
域
を
少

し
ず
つ
広
げ
て
い
け
ば
い
い
ん
で
す
」

そ
の
言
葉
通
り
着
実
に
成
長
を
遂
げ
、

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
、
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ロ

ボ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
に
改
組
。
２
０
１
１
（
平

成
23
）年
に
は
現
在
の
地
に
第
１
工
場
を
建
設
、

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
進
出
を
果
た
し
た
。
そ
の
翌
年
に
は
第
１
工

場
の
隣
に
第
２
工
場
を
建
設
し
て
い
る
。
少
し

ず
つ
、
し
か
し
確
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
と
い
う
の
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
。「
何
か
秘
訣
が
あ
っ
た
の
で
は
？
」
と

尋
ね
る
と
、
生
駒
社
長
は
少
し
考
え
て
、
こ
う

答
え
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
目
標
が
あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」

自
動
化
で
危
険
な
作
業
を

安
全
か
つ
高
品
質
に

同
社
で
は
、
製
造
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
を
一
か

ら
設
計
し
、
製
造
、
検
査
、
据
え
付
け
、
検
収
、

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。
な
か

で
も
得
意
と
す
る
の
は
、
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
中

心
と
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
提
供
だ
。
溶

接
は
大
変
な
危
険
を
伴
う
作
業
の
た
め
、
自
動

化
す
る
こ
と
で
人
的
ミ
ス
を
な
く
し
、
生
産
性

を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
連
動

し
て
被
溶
接
物
の
適
切
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
図
る
、
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
の
製
造
も
得
意
と
し

て
い
る
。
回
転
軸
や
昇
降
軸
に
よ
り
複
雑
な
動

き
も
可
能
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
直
線
移
動
さ
せ
る

ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
も
併
用
す
る
こ
と
で
、
高
品

質
の
溶
接
を
実
現
す
る
。

ま
た
、
金
属
加
工
の
過
程
で
発
生
す
る
突

起
や
残
留
物
（
バ
リ
）
を
取
る
ロ
ボ
ッ
ト
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
バ
リ
取
り
は
、
従
来

人
の
手
に
よ
る
危
険
を
伴
う
作
業
だ
っ
た
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
自
動
化
が
普
及
し
て
き

地域に生きる

企業家群像 103

IKOMAロボテック株式会社　代表取締役社長

生駒 徹志
（岡山県津山市）

　

津山に帰郷し、
ゼロからのロボットづくりに挑戦。
ユニークな発想と広い視野で人材を
育成し、独自のロボットの開発を
目標に掲げる。

1  新幹線のフレームを溶接する溶接ロボットとスライダー
2  油圧ショベルの旋回台の溶接ロボットシステム。3方向への移動が可能

な3軸スライダーに溶接ロボットを搭載。中央のポジショナーは上下移
動と回転により被溶接物を適切な位置にポジショニングする

1

2
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3 改良を重ねているIKOMAオリジナルの水田用除草ロボット。リーマ
ンショック後、社内でのディスカッションからアイデアが生まれた

4 IKOMAロボテックでは10代から80代まで幅広い年齢層の従業
員が活躍。高齢者雇用ではスキルを発揮できる職場配置を行い、
経験や知識を社員教育にも生かしている

5 工場内では、チーム目標のほか、従業員の個人目標も掲示。目標
を明確にすることで、責任をもって取り組む姿勢が生まれる　　
写真提供／IKOMAロボテック株式会社

6 例年８月に実施しているIKOMA祭。職場を開放し、従業員の家
族に仕事の内容を見てもらう機会としている　　　　　　　　
写真提供／IKOMAロボテック株式会社

近
年
急
成
長
を
続
け
る
プ
ロ
テ
イ
ン
市

場
。
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
新
規

参
入
組
も
ひ
し
め
く
業
界
に
あ
っ
て
、
島

根
に
本
店
工
場
を
持
つ
小
さ
な
企
業
が
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
サ
イ
ト
で
は
大
手
メ
ー
カ
ー
と
並
び
、

売
り
上
げ
ト
ッ
プ
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
力
の
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
株
式

会
社
ア
ル
プ
ロ
ン
社
長
の
坂
本
雅
俊
氏
に

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
聞
き
な
が
ら
、
成

長
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

メ
ジ
ャ
ー
化
し
た
プ
ロ
テ
イ
ン
市
場
と

島
根
の
工
場

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
棚
で
よ
く
見
か
け
る
プ
ロ
テ

イ
ン
。
以
前
は
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
や

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
利
用
す
る
も
の
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
近
年
は
手
軽

な
栄
養
補
助
食
品
と
し
て
身
近
な
存
在
に

な
っ
た
。

プ
ロ
テ
イ
ン
と
は
英
語
で
た
ん
ぱ
く

質
を
意
味
し
、
商
品
の
プ
ロ
テ
イ
ン
は
一

般
的
に
は
プ
ロ
テ
イ
ン
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

指
す
。
商
品
の
多
く
は
粉
末
で
水
あ
る
い

は
牛
乳
に
溶
か
し
て
摂
る
も
の
だ
が
、
最

近
で
は
バ
ー
状
の
も
の
や
飲
料
タ
イ
プ
の

も
の
も
あ
る
。
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年

頃
よ
り
プ
ロ
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
ラ
イ
ト
ユ
ー

ザ
ー
へ
と
消
費
が
広
が
り
始
め
、
そ
の
当

時
１
０
０
億
円
だ
っ
た
国
内
市
場
規
模
は
、

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
３
０
０
億
円

に
達
し
、
そ
の
後
も
市
場
が
拡
大
し
続
け

て
い
る※
1

。
背
景
に
は
、
プ
ロ
テ
イ
ン
を
含

有
し
た
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
、
た
ん
ぱ
く
質
補
給
が
日
常
化
し
つ
つ

あ
る
消
費
者
の
意
識
変
化
が
あ
る
よ
う

だ
。

2
0
0
1
年
に
東
京
で
創
業

転
機
は
地
元
で
の
共
同
事
業

大
手
が
し
の
ぎ
を
削
る
業
界
に
あ
っ
て
、

ア
ル
プ
ロ
ン
は
、
島
根
県
雲
南
市
に
本
店

を
置
く
従
業
員
51
名
の
比
較
的
小
規
模
な

企
業
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
東
京
で
の
企

画
と
販
売
、
島
根
で
の
製
造
、
沖
縄
の
通

販
と
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
な
が
ら
離
れ
た

拠
点
で
運
営
さ
れ
て
き
た
３
つ
の
会
社
が

経
営
統
合
し
、
今
年
創
立
20
年
を
迎
え
た
。

社
長
の
坂
本
氏
は
島
根
県
雲
南
市
の
出

身
で
、
数
年
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
勤
務
を
経
て
２
０
０
１
年
に
東
京
で
一

人
で
起
業
し
た
。「
健
康
・
長
寿
」
を
創
業

時
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
坂
本
氏
は
、
微

粉
砕
大
豆
の
企
画
販
売
を
始
め
る
。
豆
腐

や
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
食
品
の
原
材
料
と
し
て

企
画
提
案
す
る
と
い
う
の
が
最
初
の
仕
事

で
あ
っ
た
。

あ
れ
こ
れ
と
発
展
の
糸
口
を
探
る
な
か
、

最
初
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
２
０
０
４
（
平

成
16
）
年
。
高
純
度
β
グ
ル
カ
ン
の
開
発

が
経
産
省
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
開
発
支
援
事
業

に
採
択
さ
れ
た※
2

。

β
グ
ル
カ
ン
は
穀
物
や
菌
類
に
含
ま
れ

る
成
分
で
、
免
疫
賦ふ

活か
つ

作
用
、
血
糖
調
整

作
用
な
ど
を
持
つ
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、
当
時
は
海
外
か
ら
の
輸
入
販
売
の

み
可
能
で
、
純
度
85
％
が
限
界
だ
っ
た
。

ア
ル
プ
ロ
ン
は
、
そ
の
１
年
ほ
ど
前
か
ら

国
内
初
製
造
を
目
指
し
、
島
根
大
学
と

の
共
同
研
究
に
着
手
し
て
い
た
。
こ
れ
が

幸
運
に
も
早
い
段
階
で
世
界
最
高
水
準
の

93
％
を
超
え
る
抽
出
値
を
出
す
こ
と
に
成

た
。
同
社
の
バ
リ
取
り
ロ
ボ
ッ
ト
の
優
れ
た
点

は
、
研
磨
に
よ
っ
て
摩
耗
し
て
い
く
砥
石
に
対

し
、
ど
の
程
度
摩
耗
し
た
か
を
セ
ン
サ
ー
で
読

み
込
み
、
そ
れ
に
応
じ
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
が

調
整
さ
れ
、
均
一
の
仕
上
が
り
が
可
能
と
な
る

点
だ
。

こ
う
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
動
車
業
界
の
み

な
ら
ず
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
住
宅
設
備
機
器

メ
ー
カ
ー
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
等
に
提
供
し
て

き
た
。
国
内
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
海

外
で
は
ア
ジ
ア
や
欧
米
な
ど
に
も
販
路
を
拡

大
し
て
い
る
。

「
従
業
員
に
も
よ
く
話
す
の
で
す
が
、
飲
食
店

は
一い
ち

見げ
ん
さ
ん
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
で
も
っ

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
同
じ
で
す
。
弊
社
に
営

業
マ
ン
は
お
ら
ず
、
口
コ
ミ
で
仕
事
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
提
案
型
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
ゼ
ロ
か
ら
作
り
出
す
高

度
な
企
画
力
と
設
計
力
が
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ

IKOMAロボテック株式会社
岡山県津山市戸島634-28
☎0868-28-7533
http://www.ikoma-rb.com/

テ
ッ
ク
の
魂
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

人
材
育
成
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

同
社
は
現
在
60
名
を
超
え
る
従
業
員
を
擁

し
、
下
は
18
歳
か
ら
上
は
84
歳
ま
で
幅
広
い

年
代
の
人
が
活
躍
し
て
い
る
。
人
材
育
成
の
た

め
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

な
か
で
も
特
徴
的
な
の
が「
焼
肉
レ
ー
ス
」だ
。

こ
れ
は
仕
事
の
ミ
ス
を
隠
さ
ず
に
発
表
す
る

こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
よ
う
と

始
め
た
取
り
組
み
だ
。
ミ
ス
を
し
た
ら
正
の
字

で
回
数
を
つ
け
て
い
き
、
み
ん
な
の
前
で
そ
の

内
容
や
原
因
、
次
か
ら
の
改
善
策
な
ど
を
発
表

し
て
も
ら
う
。
回
数
の
多
い
人
が
幹
事
と
な
り
、

焼
肉
会
を
開
く
。
正
の
字
の
数
に
応
じ
て
、
少

し
だ
け
金
額
を
出
し
て
も
ら
う
。
と
い
っ
て
も
、

せ
い
ぜ
い
一
人
５
０
０
円
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど

の
費
用
は
会
社
が
負
担
す
る
。

「
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
仕
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
ん
だ
よ
、
と
い
う
風
土
づ
く

り
で
す
。
未
知
の
世
界
に
挑
戦
す
れ
ば
、
ミ
ス

を
す
る
の
は
当
た
り
前
。
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら

く
焼
肉
会
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
事
に
し

て
い
る
取
り
組
み
で
す
」

ま
た
、
起
業
し
た
い
と
い
う
従
業
員
が
い
れ

ば
、
そ
の
夢
を
応
援
し
、
起
業
家
を
育
成
す
る

制
度
も
整
え
て
い
る
。
す
で
に
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
、
地
元
の
お
米
を
ネ
ッ
ト
販
売
す
る

会
社
を
立
ち
上
げ
た
社
員
が
い
た
。
こ
れ
は
優

秀
な
人
材
の
流
出
に
つ
な
が
ら
な
い
の
だ
ろ
う

か
と
尋
ね
る
と
、
生
駒
社
長
は
こ
う
話
し
た
。

「
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
会
社
を
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
化
し
て
、
そ
こ
か
ら
出
資
す
る
形

を
と
っ
て
い
る
た
め
、
長
期
的
、
全
体
的
に
見

れ
ば
起
業
家
を
輩
出
す
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト

の
方
が
大
き
い
で
す
」

目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
ず
広
い
視
野
で

経
営
に
臨
む
姿
勢
が
、
風
通
し
の
良
い
社
風
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
た
め
に

大
事
な
の
は
目
標
を
持
つ
こ
と

「
僕
の
モ
ッ
ト
ー
は
、『
チ
ャ
ン
ス
は
平
等
に
訪

れ
る
』
で
す
。
僕
は
決
し
て
運
が
い
い
わ
け
で

は
な
い
。
で
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の

は
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
時
に
ま
ず
気
づ
き
、
そ

れ
を
拾
い
上
げ
る
た
め
に
日
々
目
標
を
掲
げ

て
い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
う
話
す
生
駒
社
長
の
今
の
夢
は
、
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
を

世
に
出
す
こ
と
。

実
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
か
ら
、
日
々
の

業
務
の
傍
ら
新
た
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
続
け

て
き
た
。
そ
れ
は
、
合
鴨
農
法
の
合
鴨
に
代
わ

る
よ
う
な
、
水
田
用
除
草
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
合
鴨

の
よ
う
に
土
壌
を
攪か
く

拌は
ん
し
な
が
ら
田
ん
ぼ
を
走

行
す
る
こ
と
で
、
稲
の
光
合
成
を
妨
げ
る
雑
草

を
取
り
除
く
と
と
も
に
、
土
壌
中
に
酸
素
を
供

給
し
、
稲
の
成
長
を
促
す
。
農
家
が
高
齢
化
し

後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
昨
今
、
米
作
り
が
盛
ん
な
津
山
な

ら
で
は
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
社
長
の
出
身
校
で
あ
る

津
山
高
専
と
共
同
で
開
発
し
て
い
る
。

「
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
７
〜
８
割
方
、
完
成
に
近

づ
い
て
い
ま
す
。
残
る
課
題
は
Ｕ
タ
ー
ン
す
る

時
の
走
行
安
定
性
や
、
田
ん
ぼ
の
広
さ
を
把
握

す
る
マ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
。
い
つ
か
必
ず
世
に
出

し
た
い
で
す
ね
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
生
駒
社
長
は
開
発
中

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
手
に
し
て
微
笑
ん
だ
。

w
riter

黒
部
麻
子〈
く
ろ
べ・あ
さ
こ
〉

１
９
８
１
年
東
京
都
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・

フ
リ
ー
エ
デ
ィ
タ
ー
。
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
勤
務

を
経
て
、
岡
山
県
に
移
住
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
。

株
式
会
社
ア
ル
プ
ロ
ン
《
島
根
県
雲
南
市
》

文
／
面
代
真
樹　

写
真
撮
影
／
山
田
泰
三

プ
ロ
テ
イ
ン
市
場
で
独
自
の
存
在
感

「
自
分
た
ち
で
や
る
」を
手
に
、切
り
拓
か
れ
た
道

3

4

5 6

必須アミノ酸を配合したトップアスリート向けのプロテイン
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功
す
る
。
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に
は

ア
ル
プ
ロ
ン
製
薬
と
し
て
別
会
社
を
設
立

し
、
５
名
の
従
業
員
と
と
も
に
出
雲
市
斐

川
町
に
あ
っ
た
貸
工
場
で
製
造
を
始
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

「
東
京
で
創
業
し
た
時
の
一
匹
狼
の
よ
う
な

や
り
方
で
は
、
な
か
な
か
こ
こ
ま
で
は
で

き
な
か
っ
た
」
と
坂
本
氏
は
振
り
返
る
。

地
元
の
支
援
が
事
業
に
道
を
つ
け
、
製

造
現
場
を
持
つ
転
機
に
も
な
っ
た
。
し
か

し
高
純
度
β
グ
ル
カ
ン
の
事
業
化
は
、
開

発
研
究
費
や
度
重
な
る
安
全
性
試
験
の
負

担
が
重
く
の
し
か
か
り
、
苦
労
と
失
敗
の

連
続
だ
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
、
大
手
メ
ー

カ
ー
の
参
入
も
相
次
い
だ
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
な
ん
と
か
売
り
上
げ
を
立
て
て
い

く
た
め
に
着
手
し
た
の
が
プ
ロ
テ
イ
ン
の

製
造
販
売
だ
っ
た
。

低
価
格
・
高
品
質
・
ネ
ッ
ト
通
販
で

急
成
長
を
遂
げ
る

製
造
販
売
を
始
め
た
２
０
０
７
年
は
、

ま
だ
プ
ロ
テ
イ
ン
市
場
は
成
長
前
夜
で
、

当
時
は
む
し
ろ
高
価
格
で
あ
る
こ
と
が
、

信
頼
と
品
質
を
担
保
し
て
い
た
。
ア
ル
プ

ロ
ン
は
、
そ
の
な
か
で
い
ち
早
く
ユ
ー
ザ
ー

目
線
で
、
低
価
格
や
飲
み
や
す
さ
を
重
視

し
、「
買
い
続
け
て
も
ら
え
る
」
こ
と
を
目

指
し
た
。

そ
の
目
標
を
今
日
ま
で
支
え
て
き
た
の

が
、
現
場
と
な
る
製
造
部
門
で
あ
る
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
自
分
た
ち
で
や
る
」。
プ
ロ
テ

イ
ン
の
製
造
は
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、

開
始
当
初
は
外
部
委
託
の
工
程
が
多
か
っ

た
が
、
次
第
に
自
分
た
ち
で
製
造
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
っ
た
。

※1 市場規模は、特定の市場における年間の商取引の総額。
市場規模の数字は、総合マーケティングビジネスの株
式会社富士経済が2017年、2019年に発表した調査結
果に基づく

※2 経産省のベンチャー開発支援事業とは、平成16年度中
小企業・ベンチャー挑戦支援事業のうち実用化研究開
発事業を指す。地元からの支援は、島根大学の生物資
源科学部との共同研究、同大医学部産学連携センター
との共同実用化研究による特許取得、そして食品安全
試験には島根県の補助など多岐にわたる

※3 OEM…他社ブランドの受託製造

※4 FSSC22000…ISO（国際標準化機構）による食品安全
マネジメントシステムISO22000をベースに、より確
実な食品安全管理を実践するために厳格に設定された
国際規格

※5 ホエイは乳清由来のたんぱく質、ソイは大豆由来のた
んぱく質で、製品原料としてはホエイが主流であるが、
ソイもダイエット向きとして注目されている

株式会社アルプロン
〈島根工場（本店）〉
島根県雲南市加茂町南加茂1204-1
☎0854-49-8286
https://alpron.co.jp/

「
I
Z
M
O
」ブ
ラ
ン
ド
の
発
売
か
ら
、

究
極
の
品
質
管
理
・
小
ロ
ッ
ト
生
産
へ

し
か
し
、
量
販
店
で
売
れ
る
こ
と
で
、

専
門
店
に
廉
価
販
売
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
て
し
ま
い
、
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
も

な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

し
よ
う
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
、
地
元

出
雲
の
名
を
冠
し
た
高
付
加
価
値
の
商
品

「
I
Z
M
O
」
だ
っ
た
。

I
Z
M
O
の
特
徴
は
、
た
ん
ぱ
く
質
が

分
解
吸
収
さ
れ
や
す
い
腸
内
環
境
を
つ
く

り
出
す
乳
酸
菌
B
C
30
を
配
合
し
て
い

る
こ
と
だ
。
B
C
30
を
工
場
で
管
理
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
た
め
、
製
造
ラ

イ
ン
を
新
設
す
べ
く
設
備
投
資
を
行
い
、

２
０
１
７
年
に
国
際
食
品
安
全
管
理
規
格

F
SSC

22000

※
４の
認
証
を
取
得
し
た
。
プ
ロ

テ
イ
ン
工
場
と
し
て
は
国
内
初
の
認
証
で
、

ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
展
開
を
に
ら
ん
で

の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
「
自
分

た
ち
で
や
る
」
と
い
う
姿
勢
を
貫
き
、
初

回
こ
そ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
を
受
け

た
も
の
の
、
翌
年
か
ら
は
自
分
た
ち
で
対

応
し
て
い
る
。
売
上
高
は
２
０
１
７
年
の

９
億
円
か
ら
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

実
際
に
同
社
の
工
場
を
見
学
す
る
と
、

無
駄
な
く
手
際
の
よ
い
、
一
人
ひ
と
り
の

動
き
が
目
を
引
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
改
善

に
つ
い
て
坂
本
氏
に
尋
ね
て
み
る
と
、「
い

や
、
も
う
大
変
で
し
た
よ
ね
！　

こ
こ
に

至
る
ま
で
は
！
」
と
、
隣
に
い
た
工
場
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
中
原
和
宏
氏
と
顔
を
見
合

わ
せ
、
笑
顔
が
は
じ
け
た
。
特
別
な
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

細
か
な
工
夫
を
何
重
に
も
積
み
重
ね
て
、

こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
よ
う
だ
。

製
造
だ
け
で
な
く
、
販
売
に
お
い
て
も

自
社
で
少
し
ず
つ
道
を
切
り
拓
い
て
い
っ

た
。
ブ
ラ
ン
ド
力
、知
名
度
、販
売
網
と
い
っ

た
規
模
と
蓄
積
が
も
の
を
い
う
プ
ロ
テ
イ

ン
の
世
界
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に

活
路
を
見
い
だ
し
た
。

「
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
、
同
じ
地
元

出
身
で
沖
縄
の
拠
点
に
い
た
多
根
和
宏
君

（
現
・
同
社
執
行
役
員
）
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
売
り
ま
し
ょ
う
と
提
案
さ
れ
、

彼
に
一
任
し
て
始
め
ま
し
た
」

ネ
ッ
ト
通
販
は
数
字
に
よ
る
比
較
対
照

が
し
や
す
い
。
ア
ル
プ
ロ
ン
の
プ
ロ
テ
イ

ン
は
た
ん
ぱ
く
質
含
有
量
が
高
い
割
に
価

格
が
安
い
、
す
な
わ
ち
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
高
い
商
品
と
し
て
次
第
に
注
目

さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

販
売
サ
イ
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
に

あ
が
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
量
販
店
の
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
も
声
が
か
か
り
、
新
規
の
取

引
が
始
ま
っ
た
。
ネ
ッ
ト
通
販
で
の
実
績

が
他
の
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
刺
激
し
、
牽

引
す
る
形
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
力
を
入

れ
て
い
た
Ｏ
Ｅ
Ｍ※
３

も
実
績
を
伸
ば
し
、
売

り
上
げ
は
急
増
し
て
い
っ
た
。

に
は
20
億
円
に
伸
び
、
順
調
に
増
加
し
て

い
る
。

ま
た
、
工
場
の
あ
る
雲
南
市
へ
の
地
域

貢
献
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
限
定
の
商

品
も
作
っ
た
。
同
社
の
プ
ロ
テ
イ
ン
は
同

市
の
返
礼
品
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
に
位

置
し
て
い
る
。

同
社
の
特
徴
と
し
て
、
小
ロ
ッ
ト
多
品

種
生
産
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
社
が
手
掛
け

な
い
よ
う
な
ホ
エ
イ
と
ソ
イ
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
プ
ロ
テ
イ
ン※
５

な
ど
独
自
の
商
品
も
、

緻
密
に
運
用
さ
れ
て
い
る
製
造
ラ
イ
ン
に

よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
絞
り
込
み

を
重
ね
て
最
低
ロ
ッ
ト
は
現
在
２
０
０
〜

３
０
０
個
ま
で
少
な
く
し
、
さ
ら
に
小
さ

く
絞
っ
て
多
品
種
化
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

「
一
人
ひ
と
り
違
う
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
ど
こ

ま
で
応
え
て
提
供
で
き
る
か
。
細
か
い
仕

事
で
、
手
間
暇
も
苦
労
も
か
か
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
が
肝
だ
と
思
い
ま
す
」。
そ
し
て
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
「
人
の
力
で
し

か
な
い
」
と
坂
本
氏
は
い
う
。

苦
労
を
共
に
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
挑

戦
を
続
け
る
会
社
の
す
が
す
が
し
さ
が
、

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

w
riter

面
代 

真
樹〈
お
も
じ
ろ・ま
さ
き
〉

１
９
６
６
年
島
根
県
生
ま
れ
。
書
籍
編
集
者
約

20
年
、
学
校
再
生
事
業
２
年
、
河
川
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
３
年
を
経
て
、
現
在
小
さ
な
出
版
活
動
と

環
境
再
生
活
動
な
ど
に
従
事
。

5  地元出雲の名前を冠した、乳酸菌BC30配合
のIZMOシリーズ。この製造を機に、設備を
新設し、FSSC22000を取得

6  株式会社アルプロンの坂本雅俊社長

1  配合したプロテイン粉末を手作業で袋詰めにする
2  商品一つ一つを丁寧に確認しながら製造
3  100種類以上の原料を仕入れて自社でブレンド。これ

までの試作、製造、販売で培われたノウハウを生かし、
OEMでは100社以上の商品を受託

4  緻密な製造ラインの運用で多品種の商品を管理

1

2

3

4

5

6
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着
替
え
が
楽
で
着
心
地
の
い
い

服
を
提
案

「
こ
う
の
ふ
く
」
の
工
房
は
、
広
島
市
安
芸

区
の
住
宅
街
の
一
角
に
あ
る
。
代
表
の
中
藤

友
栄
さ
ん
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
向
け
の
服
を
製
造
販
売
す

る
事
業
を
こ
こ
で
立
ち
上
げ
た
。
中
藤
さ
ん

た
ち
が
作
る
「
片
側
フ
ル
オ
ー
プ
ン
シ
ャ
ツ
」

は
寝
た
状
態
の
ま
ま
で
片
方
の
肩
、
脇
、
袖

を
全
開
に
で
き
、「
両
足
フ
ァ
ス
ナ
ー
パ
ン

ツ
」
は
ウ
エ
ス
ト
か
ら
裾
が
全
開
に
な
り
、

体
を
持
ち
上
げ
ず
に
着
替
え
ら
れ
る
画
期
的

な
服
だ
。
製
品
は
基
本
的
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
、
介
護
の
度
合
い
な
ど
に
合
わ
せ
て
製

作
す
る
。

中
藤
さ
ん
が
衣
服
の
製
作
を
始
め
た
の
は
、

次
男
の
病
気
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
中
藤
さ

ん
の
母
親
は
洋
裁
師
だ
っ
た
が
、
自
分
自
身

は
裁
縫
が
得
意
で
は
な
く
、
20
代
の
頃
は
料

理
や
パ
ソ
コ
ン
の
仕
事
に
就
き
、
ア
パ
レ
ル

業
界
と
は
無
縁
の
世
界
に
い
た
。

30
代
で
帰
郷
し
、
結
婚
し
て
２
人
の
男
の

子
に
恵
ま
れ
た
が
、
次
男
が
２
歳
の
時
、
原

因
不
明
の
急
性
脳
症
を
発
症
す
る
。
命
は
取

り
留
め
た
も
の
の
意
識
は
戻
ら
ず
、
歩
く
こ

と
も
食
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
寝
た
き
り
状

態
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
も
次
男

が
楽
し
く
過
ご
せ
る
方
法
は
な
い
か
と
中
藤

さ
ん
は
模
索
し
、
た
ど
り
つ
い
た
の
が
ベ
ッ

ド
の
中
で
着
る
服
だ
っ
た
。

「
耳
は
聞
こ
え
て
い
た
よ
う
な
の
で
、オ
シ
ャ

レ
な
服
を
着
せ
て
か
わ
い
い
と
言
っ
て
も
ら

え
れ
ば
、
本
人
も
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」

し
か
し
、
袖
口
が
大
き
く
て
着
替
え
や

す
く
、
前
開
き
で
か
わ
い
い
男
の
子
用
パ

ジ
ャ
マ
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。
そ

の
時
、
思
い
出
し
た
の
が
洋
裁
す
る
母
の
姿

だ
。「
な
い
の
な
ら
自
分
で
作
ろ
う
」
と
一

念
発
起
し
た
中
藤
さ
ん
は
、
既
製
服
の
縫
い

目
を
ほ
ど
い
て
服
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
か

ら
始
め
た
。
知
人
の
助
言
で
布
は
端
が
ほ
つ

れ
に
く
い
フ
リ
ー
ス
生
地
を
選
び
、
チ
ェ
ッ

ク
柄
に
沿
っ
て
布
を
切
り
、
縫
い
合
わ
せ
て

い
っ
た
。

「
息
子
に
着
せ
る
と
、
頰
が
少
し
ほ
こ
ろ
ん

で
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
」

服
作
り
に
夢
中
に
な
っ
た
中
藤
さ
ん
は
、

か
わ
い
ら
し
さ
だ
け
で
な
く
着
替
え
の
労
力

を
軽
減
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

袖
や
脇
を
切
っ
て
布
を
か
ぶ
せ
、
マ
ジ
ッ
ク

テ
ー
プ
な
ど
の
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
付
け
た
り

と
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
加
え
た
服
を
作
る

よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
体
温
調
節
が
難
し
い

次
男
の
た
め
に
生
地
を
探
し
、
保
温
性
が
高

く
柔
ら
か
い
ダ
ブ
ル
ガ
ー
ゼ
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
を
付
け
た
り
と
見
た
目

も
工
夫
し
、
５
年
間
で
30
種
類
近
く
の
服
を

製
作
し
た
。

次
男
は
７
歳
で
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
度
は
認
知
症
の
父
の
介
護
に
直
面
す
る
。

大
人
の
着
替
え
に
は
子
ど
も
以
上
に
労
力
を

要
し
た
。
ま
た
、
大
人
の
介
護
用
の
服
も
選

択
肢
が
少
な
く
、
服
を
着
る
楽
し
さ
を
得
に

く
い
現
実
を
知
っ
た
。

「
息
子
に
服
を
作
っ
て
い
た
経
験
か
ら
、
そ

う
い
う
人
た
ち
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い

始
め
、
起
業
し
ま
し
た
」

次
男
の
病
気
な
ど
を
通
し
て
、
生
き
る
こ

と
に
き
ち
ん
と
向
き
合
う
大
切
さ
を
考
え
さ

せ
ら
れ
て
い
た
。
寝
た
き
り
の
人
た
ち
に
も

豊
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。

起
業
に
際
し
て
広
島
市
創
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
事
業
の
認
定
を
受
け
、

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い

る
縫
製
の
専
門
家
に
相
談
し
な
が
ら
事
業
を

形
に
し
て
い
っ
た
。
商
品
開
発
で
は
、
柔
ら

か
さ
と
丈
夫
さ
を
兼
ね
備
え
た
特
別
な
ダ
ブ

ル
ガ
ー
ゼ
を
織
物
の
製
造
元
に
開
発
し
て
も

ら
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
柄
で
お
し
ゃ
れ
な
片
側

フ
ル
オ
ー
プ
ン
シ
ャ
ツ
も
こ
の
時
に
考
案
。

快
適
な
服
を
で
き
る
だ
け
安
く
販
売
す
る
た

め
、
量
産
販
売
の
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

量
産
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
服
作
り
に
転
換

と
こ
ろ
が
、
大
き
な
課
題
に
直
面
す
る
。

「
こ
の
事
業
で
誰
も
成
功
し
て
い
な
い
理
由

が
分
か
り
ま
し
た
」
と
中
藤
さ
ん
は
話
す
。

「
介
護
に
は
本
人
、
家
族
、
介
護
者
の
三
者

要
介
護
者
の
た
め
に

着
や
す
さ
と
快
適
さ
を

備
え
た
服
を
提
案

息
子
と
父
の
介
護
の
体
験
か
ら
、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
が
寝
た
ま
ま
で
着
替
え
ら
れ
る
服
を
製
造
販
売
す
る

「
こ
う
の
ふ
く
」
を
立
ち
上
げ
た
中
藤
友
栄
さ
ん
。

服
を
通
じ
て
、
要
介
護
者
や
家
族
、
介
護
に
携
わ
る
人
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

こ
う
の
ふ
く　

代
表  

中
藤 

友
栄  

《
広
島
市
》

文／川西 由香理    
写真撮影／中野 章子

ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と

99
 prof i le

中藤 友栄
〈なかとう・ともえ〉

広島県出身。大阪の調理専門学校を卒業
後、フランス料理店に勤務。パソコン
関係の仕事に従事した後、30代で広島
に帰郷。結婚後、2人の男児に恵まれる。
次男が寝たきり状態になったのを機に
服作りを始め、2018年に「こうのふく」
を創業。2020年度第 4 回中国地域女性
ビジネスプランコンテストSOERU で
ワークライフシナジー賞受賞。

「こうのふく」の片側フルオープンシャツ
と両足ファスナーパンツ

シャツはリバーシブルで、左からも右か
らも着せられる

シャツは３面開きで、腕の関節が固まっ
ている人にも着せられる

ウエストまでファスナーで開くので、オ
ムツ替えもしやすい
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が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
が
違
い
ま
す
。

介
護
者
が
便
利
な
服
を
着
せ
た
い
と
思
っ
て

も
、
お
金
を
出
す
の
は
家
族
で
す
。
逆
に
、

家
族
が
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

介
護
者
に
と
っ
て
は
使
い
に
く
い
も
の
も
あ

る
。
介
護
の
度
合
い
、
在
宅
か
施
設
か
の
環

境
、
介
護
者
が
ど
ん
な
人
か
に
よ
っ
て
も
要

望
が
異
な
り
ま
す
。
介
護
の
問
題
は
千
差
万

別
で
、
生
活
環
境
を
含
め
た
一
人
ひ
と
り
の

事
情
に
合
わ
せ
て
解
決
す
る
し
か
方
法
が
な

い
と
分
か
り
ま
し
た
」

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
す
れ
ば
量
産
化
が
で

き
ず
、
収
益
が
出
に
く
く
な
る
。
し
か
し
中

藤
さ
ん
は
思
い
切
っ
て
、
量
産
化
か
ら
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
服
作
り
へ
と

方
向
を
転
換
し
た
。

「
そ
れ
こ
そ
が
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
と

い
う
自
分
の
目
的
と
合
致
す
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
」

中
小
企
業
診
断
士
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
縫
製
を
工
場
で
は
な
く
、
一
着
か
ら
対

応
で
き
る
在
宅
ワ
ー
カ
ー
や
障
が
い
者
に
よ

る
作
業
所
に
切
り
替
え
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
雇

わ
ず
、
カ
タ
ロ
グ
の
代
わ
り
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
す
る
な
ど
宣
伝
コ
ス
ト
も
抑
え
た
。

こ
の
転
換
を
経
て
、
今
で
は
、
独
自
商
品

の
ア
レ
ン
ジ
も
含
め
た
受
注
生
産
や
既
製
品

の
二
次
加
工
な
ど
を
中
心
に
、
要
介
護
者
の

衣
服
に
ま
つ
わ
る
要
望
全
般
を
受
け
付
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
人
の
要
望
に
応
じ
た

提
案
を
す
る
た
め
に
、
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

「
本
人
の
介
護
度
や
状
態
も
大
切
で
す
が
、

ま
ず
お
聞
き
す
る
の
は
介
護
者
が
ど
ん
な

人
か
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
服
を
留
め
る
面

フ
ァ
ス
ナ
ー
も
、
慣
れ
て
い
な
い
人
が
着
せ

る
と
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
少
し
ず
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
肌
に
当
た
っ
て
チ
ク
チ
ク
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
が
介
護
す
る
場
合
は
、
ス

ナ
ッ
プ
ボ
タ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
」

自
力
で
体
を
起
こ
せ
る
か
、
全
面
的
な
介

助
が
必
要
か
と
い
っ
た
介
護
の
度
合
い
に
加

え
、主
に
誰
が
ど
こ
で
介
護
を
す
る
か
と
い
っ

た
状
況
を
考
慮
す
る
の
が
中
藤
さ
ん
の
特
徴

で
、シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た
上
で
も
っ

と
便
利
に
で
き
な
い
か
と
ア
イ
デ
ア
を
練
る
。

付
属
品
や
服
の
大
き
さ
、
縫
い
目
の
位
置
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
配
慮
し
て
服
を
作

る
。
こ
う
し
て
考
え
ら
れ
た
服
を
利
用
す
る

介
護
側
か
ら
は
着
替
え
が
楽
に
な
っ
た
と
感

謝
の
声
が
届
く
。
ま
た
、
着
る
本
人
か
ら
直

接
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
全
身
ま
ひ
の
方
か
ら
、足
部
分
に
金
属
の
フ
ァ

ス
ナ
ー
で
は
な
く
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
使
っ
た

ズ
ボ
ン
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
お

受
け
し
ま
し
た
。
手
で
ス
ッ
と
外
せ
る
の
で
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
と
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
」
と
中
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

他
に
も
、
生
地
の
開
発
か
ら
取
り
組
ん
だ

「
大
き
な
ス
タ
イ
」（
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
）
な

ど
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
か
ら
新
し
い
商
品
も
生

ま
れ
た
。

介
護
す
る
人
、
さ
れ
る
人
が

よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

介
護
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
中
藤
さ
ん
の

取
り
組
み
は
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
生
ま
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
２
０

（
令
和
２
）
年
、
中
藤
さ
ん
は
中
国
地
域
女
性

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ

で
、
生
活
と
仕
事
の
相
乗
を
実
現
し
た
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
シ
ナ
ジ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

中
藤
さ
ん
の
目
標
は
、
介
護
す
る
人
・
さ

れ
る
人
が
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
う
の
ふ
く

の
服
の
よ
う
に
、
介
護
の
負
担
を
減
ら
す
物

や
サ
ー
ビ
ス
を
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う

し
た
環
境
が
整
う
た
め
に
も
、
中
藤
さ
ん
の

事
業
を
見
て
後
に
続
く
人
が
出
て
き
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

起
業
時
、
介
護
分
野
で
事
業
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
の
難
し
さ
に
直
面
し
た
が
、
今
は
店

舗
を
持
た
ず
、
外
部
の
人
に
縫
製
を
依
頼
す

る
な
ど
工
夫
を
重
ね
、
ど
ん
な
状
況
に
も
対

応
で
き
る
柔
軟
な
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

「
次
男
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
気
が
し
て
、

仕
事
が
楽
し
い
で
す
ね
」
と
中
藤
さ
ん
。
手

作
り
し
た
服
を
最
初
に
次
男
が
着
た
時
の
喜

び
を
胸
に
、
優
し
い
笑
顔
で
人
々
に
寄
り
添

い
続
け
て
い
る
。

w
riter

川
西
由
香
理
〈
か
わ
に
し・ゆ
か
り
〉

広
島
県
生
ま
れ
。
ラ
イ
タ
ー
。
現
在
は
よ
つ
ば

編
集
広
告
事
務
所
を
拠
点
に
、観
光
、地
域
振
興
、

人
物
な
ど
の
分
野
で
中
国
地
域
を
中
心
に
取
材
・

執
筆
し
て
い
る
。

《
山
口
県
岩
国
市
》

オ
コ
ゼ
の
薄
造
り
と
塩
焼
き

　

広
島
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
錦
川
に
架

か
る
美
し
い
五
連
ア
ー
チ
「
錦
帯
橋
」
で

知
ら
れ
る
山
口
県
岩
国
市
。
酒
井
酒
造
は

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
こ
の
地
に
酒
蔵

を
構
え
て
以
来
、
地
元
の
水
、
米
に
こ
だ

わ
っ
た
名
酒
「
五
橋
」
を
醸
造
し
続
け
て
き

た
。
硬
水
仕
込
み
の
日
本
酒
が
主
流
だ
っ
た

１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
、
軟
水
仕
込
み

の
五
橋
が
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
一
位
を
獲
得

し
て
、
そ
の
名
が
全
国
に
広
ま
っ
た
。

　

酒
井
酒
造
が
仕
込
み
水
に
利
用
す
る
錦
川

の
伏
流
水
は
硬
度
１・５
と
い
う
超
軟
水
。
軟

水
は
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
少
な
い
た
め
発
酵
が
緩

や
か
に
進
み
、
き
め
細
か
く
ソ
フ
ト
な
酒
質

を
生
み
出
す
。
ま
た
「
酒
造
り
は
米
作
り
か

ら
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
地
元
契
約
栽
培

の
山
田
錦
や
同
社
が
立
ち
上
げ
た
農
業
法
人

で
作
っ
た
米
を
中
心
に
、
酒
米
は
全
量
山
口

県
産
を
使
用
す
る
。
そ
れ
ら
厳
選
し
た
水
と

米
、
そ
し
て
地
元
の
風
土
を
よ
く
知
る
県
内

出
身
の
杜
氏
の
技
能
が
一
体
と
な
っ
て
五
橋

を
造
り
続
け
て
き
た
。

　

近
年
、
酒
井
酒
造
で
は
原
点
に
立
ち
戻
ろ
う

と
、
木
桶
を
用
い
た
生
酛
製
法
に
よ
る
昔
な
が

ら
の
酒
造
り
を
一
部
の
銘
柄
で
復
活
さ
せ
た
。

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、
木
桶
は
地
元
の
木
を

切
り
出
し
て
製
作
し
た
。
生
酛
製
法
は
天
然
の

乳
酸
菌
を
取
り
込
む
昔
な
が
ら
の
醸
造
法
で
、

手
間
暇
が
か
か
る
が
、
そ
の
分
奥
行
き
の
あ
る

個
性
豊
か
な
酒
を
造
り
出
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
そ
の
製
法
で
造
り
上

げ
た
「
純
米
酒　

五
橋　

木
桶
生
酛
造
り
」。

ほ
ん
の
り
琥
珀
色
で
、
木
桶
造
り
ら
し
い
穏

や
か
な
香
り
が
す
る
。
口
当
た
り
は
濃の
う

醇じ
ゅ
ん

で

ま
ろ
や
か
。
冷
や
で
も
燗
で
も
ど
ち
ら
で
も

お
い
し
く
飲
め
る
酒
だ
。

　

こ
の
名
酒
と
と
も
に
味
わ
い
た
い
料
理
が
、

瀬
戸
内
の
鮮
魚
と
し
て
名
高
い
オ
コ
ゼ
の
薄

造
り
と
塩
焼
き
。
五
橋
の
う
ま
味
と
甘
味
が
、

オ
コ
ゼ
の
上
品
な
甘
味
と
実
に
よ
く
溶
け

合
っ
て
箸
が
進
む
。
キ
リ
リ
と
し
た
酸
味
が

料
理
を
い
っ
そ
う
引
き
立
て
る
。

　

同
社
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
創
業

１
５
０
周
年
を
迎
え
た
。「
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
す
る
酒
造
り
を
し
な
が
ら
、

新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
驚
き

と
感
動
の
あ
る
酒
を
造
り
続
け
た
い
」
と
６

代
目
蔵
元
の
酒
井
秀
希
社
長
。
木
桶
仕
込
み

の
「
Ｆ
ｉｖｅ
」
シ
リ
ー
ズ
で
季
節
ご
と
に
酒

質
の
異
な
る
日
本
酒
を
発
売
し
た
り
、
ワ
イ

ン
酵
母
な
ど
を
使
っ
た
日
本
酒
を
手
掛
け
た

り
と
新
し
い
酒
造
り
に
挑
ん
で
い
る
。
さ
ら

に
そ
れ
ら
の
日
本
酒
を
造
り
手
自
ら
が
紹
介

し
、
酒
造
り
の
様
子
を
見
せ
るYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
す
る
な
ど
情
報
発
信
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

文／川西 由香理　　写真撮影／秋﨑 涼子

酒井酒造株式会社
山口県岩国市中津町1丁目1-31
☎0827-21-2177
https://www.gokyo-sake.co.jp/
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五
橋

純
米
酒

木
桶
生　

造
り

き
　　
も
と

ご
　
　
　
　
き
ょ
う

 YouTube
山口県岩国市で造る日本酒【五橋】チャンネル

こうのふく
広島県広島市安芸区瀬野1丁目42-26
https://www.kounofuku.net/
https://ameblo.jp/kounofuku/

Facebook @kounofuku2018

自宅に設けた工房で一人ひとりのニーズに合わせて丁寧に服を作
る中藤さん

肌触りがよく、保温性が高い特別なダ
ブルガーゼの生地を使用

注文した人それ
ぞ れ に 型 紙 を
作って製作
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❶

❸
❷

鋤崎八幡神社

❶ 4地区のカラが集合
❷湯立て神事 宮座行事が行われる
❸御旅所（御神幸が行われる）

６
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

秋
祭
り
の
供ぐ

奉ぶ

楽
ら

く

渡
り
拍
子
は
、
豊
作
と
無
病
息
災
を
祈
願
し

て
氏
神
に
感
謝
を
捧
げ
る
秋
祭
り
の
供
奉
楽
で

あ
る
。
６
０
０
年
以
上
前
か
ら
岡
山
県
の
西
部

農
村
地
域
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
高
梁
市

備
中
町
の
平
川
地
域
で
は
、
１
９
８
７
（
昭
和

62
）
年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
現
在
ま
で

伝
統
を
守
り
続
け
て
き
た
。
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
に
は
、
平
川
渡
り
拍
子
（
名
称
は
鋤
崎

八
幡
神
社
の
秋
祭
り
）
が
岡
山
県
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

渡
り
拍
子
の
起
源
は
、
古
代
、
神じ
ん

功ぐ
う

皇こ
う

后ご
う

が
三
韓
征
伐
か
ら
凱
旋
し
た
時
に
踊
ら
れ
た
も

の
、
あ
る
い
は
朝
鮮
か
ら
の
使
者
が
道
中
で

踊
っ
た
も
の
な
ど
の
説
が
あ
る
。

平
川
渡
り
拍
子
は
例
年
11
月
３
日
に
、
鋤
崎

八
幡
神
社
の
秋
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
る
。
同
神

社
は
、
１
３
３
６
（
建
武
３
）
年
に
こ
の
地
を

治
め
た
平ひ
ら

川か
わ

掃か
も
ん
の
す
け

部
介
高た
か

親ち
か

が
京
都
の
石
清
水
八

幡
宮
を
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
、創
建
さ
れ
た
。
秋
祭
り
は
「
渡

り
拍
子
」「
湯
立
て
神
事
」「
御ご

神し
ん

幸こ
う

」「
宮み
や

座ざ

行ぎ
ょ
う

事じ

」
の
四
部
で
構
成
さ
れ
る
。

総
勢
63
名
が
練
り
歩
く

勇
壮
に
し
て
華
麗
な
民
俗
芸
能

渡
り
拍
子
で
は
、
跳
び
子
と
呼
ば
れ
る
踊
り

手
４
人
に
太
鼓
１
つ
が
１
単
位
と
な
り
「
カ
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
。
平
川
地
域
は
郷ご
う

・
北
・
天て
ん
の
う王
・

岩
谷
の
４
つ
の
地
区
に
分
け
ら
れ
、
祭
り
当
日

は
午
前
８
時
頃
に
各
地
区
の
集
合
場
所
に
２
カ

ラ
の
踊
り
手
が
集
合
し
、
そ
こ
か
ら
踊
り
な
が

ら
鋤
崎
八
幡
神
社
を
目
指
す
。

跳
び
子
が
被
る
花
笠
は
70
〜
80
㎝
も
あ
り
、

す
べ
て
手
づ
く
り
。
初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も

は
、
ま
ず
花
笠
を
被
っ
て
落
と
さ
な
い
よ
う
に

動
く
こ
と
か
ら
練
習
す
る
。

跳
び
子
は
着
物
と
袴
に
襷た
す
き

を
か
け
、
タ
ク
リ

と
呼
ば
れ
る
５
色
の
細
い
布
を
下
げ
、
両
手
に

は
バ
チ
（
両
端
に
は
白
い
紙
の
房
が
付
い
て
い

る
）
を
持
つ
。
以
前
は
衣
装
の
色
は
ま
ち
ま
ち

だ
っ
た
が
、
今
は
全
員
お
揃
い
と
な
っ
た
。

踊
り
方
は
シ
ン
プ
ル
で
、
鉦
の
音
に
合
わ
せ

て
、
太
鼓
の
周
り
を
跳
ね
る
よ
う
に
踊
り
な
が

ら
回
る
。
踊
り
な
が
ら
バ
チ
で
太
鼓
を
ポ
ン
と

叩
い
た
り
、
か
け
声
を
入
れ
た
り
す
る
。

12
時
頃
、
神
社
に
集
ま
る
の
は
、
４
地
区
の

２
カ
ラ
計
32
人
、
先
払
い
を
務
め
る
猿さ
る

田た

彦ひ
こ
４

人
、
二
人
獅
子
３
頭
、
鉦
８
組
（
２
人
で
持
つ

の
で
16
人
）、
宰さ
い

領り
ょ
う

（
拍
子
木
で
指
揮
す
る
人
）

４
人
、
奴や
っ
こ

１
人
の
総
勢
63
名
に
も
な
る
。
境
内

で
踊
り
を
披
露
し
た
後
、「
湯
立
て
神
事
」
が

行
わ
れ
る
。
湯
立
て
神
事
で
は
、
神
職
が
祝の
り
と詞

を
奏
上
し
た
後
、
湯
に
つ
け
た
篠さ
さ

で
社
殿
と
御

神
幸
前
の
神み

輿こ
し
を
清
め
る
。

続
く
「
御
神
幸
」
で
は
、
神
輿
が
か
つ
て
の

神
田
跡
で
あ
る
御お

旅た
び

所し
ょ

へ
と
向
か
う
。
跳
び
子

た
ち
も
お
供
を
し
、
御
旅
所
で
踊
り
を
奉
納
し

た
後
、
神
輿
と
と
も
に
神
社
へ
と
戻
る
。
そ
の

後
、
神
社
の
境
内
で
再
び
踊
り
を
奉
納
す
る
。

「
宮
座
行
事
」
で
は
、
拝
殿
に
東
西
の
座
を
設

け
「
う
た
げ
」
と
称
す
る
行
事
が
開
催
さ
れ
る
。

座
員
に
よ
る
口
上
に
よ
っ
て
進
行
し
、
東
西
の

座
員
７
組
が
拝
殿
の
前
庭
で
相
撲
の
所
作
を
繰

り
返
す
「
七な
な

肩か
た
半は
ん
の
角す
も
う力
」
が
行
わ
れ
、
再
度
、

西
座
の
一
人
が
片
肌
を
脱
い
で
神
と
の
相
撲
で

あ
る
「
ひ
と
り
角
力
」
の
所
作
を
行
っ
て
宮
座

行
事
は
終
わ
る
。

担
い
手
の
育
成
の
た
め

若
い
世
代
を
取
り
込
む

少
子
高
齢
化
で
民
俗
芸
能
の
継
承
が
難
し
く

1 境内で白い紙の房が付いたバ
チを持って太鼓を叩く跳び子
たち

2 御旅所での御神幸
3 渡り拍子の事前練習に参加す

る子どもたち
4 地域連携プログラムで参加し

た大学生
5 保存会のメンバーらで花笠を

手づくり

写真提供／平川渡り拍子保存会

文／藤沢 享乃

平川渡り拍子保存会
会長　丹正 道章
☎0866-45-2079
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4

5

平
川
渡
り
拍
子

大
き
な
花
笠
と
色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
跳と

び
子こ

た
ち
が
鉦か

ね

の
音
に
合
わ
せ
て
踊
る
平
川
渡
り
拍
子
。

鋤す
き

崎さ
き

八
幡
神
社
の
秋
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
、
祭
り
の
日
に
は
鉦
の
響
き
と
と
も
に
、
地
区
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
る
。

（
岡
山
県
高た

か

梁は
し

市
）

び
ょ
う
　
　

し

5

な
っ
て
い
る
状
況
で
も
、
平
川
地
域
で
渡
り
拍

子
が
毎
年
開
催
で
き
て
い
る
の
は
、
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
、
子
ど
も
や
孫
た

ち
、
近
隣
の
大
学
生
ら
に
積
極
的
に
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
成
人
し

て
故
郷
を
離
れ
た
と
し
て
も
、
11
月
３
日
の
祭

り
の
日
に
は
平
川
で
育
っ
た
親
世
代
が
子
ど
も

た
ち
を
連
れ
て
参
加
す
る
場
合
が
多
い
。

ま
た
、
高
梁
市
内
の
吉
備
国
際
大
学
へ
の
働

き
か
け
に
よ
り
、
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

に
渡
り
拍
子
を
組
み
込
み
、
興
味
の
あ
る
学
生

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
生
た
ち

は
、
事
前
練
習
に
も
必
ず
参
加
し
、
跳
び
子
の

踊
り
な
ど
を
学
ぶ
。
一
度
参
加
す
る
と
、
経
験

者
が
ま
た
別
の
友
人
を
誘
っ
て
翌
年
も
参
加
す

る
と
い
う
よ
う
に
、
参
加
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
と
い
う
。

豊
作
を
与
え
て
く
れ
た
神
に
感
謝
す
る
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
夜
遅
く
ま
で
祭

り
の
準
備
を
す
る
、
祭
り
の
鉦
の
音
が
聞
こ
え

る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
そ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ

の
想
い
出
や
心
の
共
有
が
、
平
川
渡
り
拍
子
を

継
承
し
て
い
く
上
で
の
大
切
な
側
面
と
い
え
る
。

猿田彦の衣装をまとい、
境内を歩く子どもたち

平川渡り拍子マップ
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湖山池

青島

猫島

津生島

団子島

湖山池
遊覧船事務所

湖山
川

天神山城跡

鳥取大学

鳥取大学前駅

末恒駅

山陽本線

青島大橋

湖山池湖山池湖山池湖山池

青島青島青島

津生島津生島津生島津生島津生島

団子島団子島団子島団子島

鳥取大学鳥取大学

青島大橋青島大橋青島大橋青島大橋青島大橋青島大橋青島大橋

青島青島

猫島猫島猫島猫島

青島大橋青島大橋

N

船着き場

日吉神社
（山王さん）

布勢古墳

吉岡温泉↓

防己尾城跡

和泉式部
産水の井戸

和泉式部
胞衣塚

卯山の森

湖山池と
島々の絶景
湖山池と
島々の絶景

湖山池と
日本海を一望
湖山池と
日本海を一望

日の出絶景日の出絶景

中国山脈と
石がま漁
中国山脈と
石がま漁

湖山池と山々湖山池と山々

夕日・湖山池の葦群夕日・湖山池の葦群

夕日絶景夕日絶景

夕日絶景夕日絶景

湖山池八景…地元住民らによって選ばれた絶景ポイント

景

景

景

景

景

景
景

景

景

長
者
の
田
が
一
夜
に
し
て
池
に
な
っ
た

伝
説
を
持
つ
日
本
一
広
い
池

鳥
取
県
鳥
取
市
の
北
部
に
広
が
る
湖
山
池
。
周

囲
18
㎞
、
面
積
は
6
・
9
㎢
で
、「
池
」
と
名
が

つ
く
天
然
の
湖
沼
の
中
で
は
、
日
本
一
の
大
き
さ

を
誇
る
。山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
部
を
成
し
、

鳥
取
砂
丘
か
ら
5
㎞
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
。

こ
の
池
は
、
一
夜
で
で
き
た
と
い
う
言
い
伝
え

が
残
る
。
昔
、
一
帯
に
広
大
な
田
を
有
し
て
い
た

「
湖こ

山や
ま

長ち
ょ
う

者じ
ゃ

」
が
村
人
た
ち
に
田
植
え
を
さ
せ
た
際
、

日
が
沈
み
か
け
て
も
終
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
金
の

扇
で
夕
日
を
招
き
返
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
田
植

え
を
終
わ
ら
せ
た
。
と
こ
ろ
が
夜
が
明
け
て
田
を

見
る
と
、
一
面
の
池
に
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

池
に
は
大
小
の
5
つ
の
島
が
浮
か
び
、
そ
の
向

こ
う
に
対
岸
の
ま
ち
や
山
が
見
え
る
。
こ
の
景
観

を
水
上
か
ら
望
む
の
が
「
湖
山
池
遊
覧
船
」
で
あ

る
。
桟
橋
の
故
障
に
よ
る
２
０
１
７
（
平
成
29
）

年
の
運
航
休
止
後
、
船
着
き
場
を
新
設
移
転
し
て

２
０
２
０（
令
和
２
）年
秋
に
再
開
し
た
。

船
着
き
場
は
、「
全
国
都
市
緑
化
と
っ
と
り

フ
ェ
ア
」
を
機
に
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
誕

生
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
近
く
に
あ
る
。

鳥
取
の
山
野
草
や
季
節
の
花
を
観
賞
し
な
が
ら
徒

歩
で
船
着
き
場
へ
向
か
い
、
窓
の
大
き
な
「
長
者

丸
」
に
乗
船
し
て
出
航
。
進
路
は
左
回
り
で
、
池

の
中
央
付
近
を
通
っ
て
津つ

生ぶ

島し
ま
を
回
り
、
青
島
大

橋
を
く
ぐ
っ
て
船
着
き
場
に
帰
着
す
る
。
１
周
45

分
間
の
航
行
中
、
語
り
部
が
船
か
ら
見
え
る
名
所

や
周
辺
情
報
を
紹
介
す
る
。

〝
霞
の
里
〞の
古
城
跡
や

崖
地
の
阿
弥
陀
堂
を
眺
望

出
発
後
す
ぐ
に
、
右
手
に
や
や
盛
り
上
が
っ
た

森
を
望
む
。
天て
ん

神じ
ん

山や
ま

城
跡
だ
。
戦
国
時
代
初
期
に

山
名
氏
が
天
神
山
城
を
築
い
て
因い
な
ば幡
国こ
く

守し
ゅ

護ご

所し
ょ
と

し
、
１
０
０
年
あ
ま
り
因
幡
の
政
治
・
軍
事
的
中

心
地
で
あ
っ
た
。
脇
を
流
れ
る
の
は
湖こ

山や
ま

川が
わ
。
日

本
海
か
ら
分
離
さ
れ
た
潟せ
き

湖こ

で
あ
る
湖
山
池
は
、

6
本
の
川
か
ら
水
が
注
ぐ
の
に
対
し
、
出
て
い
く

の
は
1
本
の
み
。
湖
山
川
が
、
唯
一
日
本
海
に
注

ぐ
川
だ
。

湖
山
川
沿
い
に
は
平
安
時
代
の
歌
人
、
和
泉
式

部
生
誕
の
地
と
伝
わ
る「
和
泉
式
部
産う
ぶ

水み

の
井
戸
」

と
「
和
泉
式
部
胞え
な
づ
か
衣
塚
」
が
あ
る
。
和
泉
式
部
が

「
霞
の
里
」
と
詠
ん
だ
故
郷
は
当
地
で
あ
ろ
う
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
湖
山
池
周
辺
は
「
霞
の

里
」
と
も
称
さ
れ
る
。
名
ば
か
り
で
な
く
、
実
際

に
霧
に
煙
っ
て
幻
想
的
な
光
景
が
見
ら
れ
る
日
も

あ
る
と
い
う
。

鳥
取
大
学
な
ど
を
横
目
に
広
々
と
し
た
池
の
北
側

を
進
む
と
、
左
前
方
に
津
生
島
が
近
づ
く
。
そ
の
対

岸
の
山
の
中
腹
に
、
木
造
の
建
物
が
佇
む
。
国
登
録

有
形
文
化
財
、
鳥
取
民
藝
美
術
館
別
館
湖
山
池
阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う
で
あ
る
。
崖
か
ら
張
り
出
す
よ
う
に
建
て
ら
れ

た
展
望
室
は
八
角
形
で
、
大
き
な
窓
を
覗
か
せ
て
い

る
。
展
望
室
か
ら
は
遠
く
連
な
る
中
国
山
地
の
山
々

を
借
景
に
、
目
の
前
に
津
生
島
、
左
後
方
に
青
島
、

右
手
に
団だ
ん

子ご

島じ
ま
が
並
ぶ
湖
山
池
を
一
望
で
き
る
。
宗

教
的
な
意
図
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
3
つ
の
島
を
阿
弥

陀
三
尊
に
見
立
て
て
、
仏
を
拝
す
る
「
阿
弥
陀
堂
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。
陸
地
か
ら
見
上
げ
て
も
木
々
に

隠
れ
て
い
る
外
観
が
、池
の
上
か
ら
は
よ
く
見
え
る
。

ま
さ
に
遊
覧
船
な
ら
で
は
の
光
景
だ
。

桜
の
名
所
青
島
や
赤
い
鳥
居
の
猫
島
を

水
上
か
ら
観
覧

津
生
島
の
対
岸
を
見
る
と
平
ら
な
石
積
み
が
目

に
入
る
。
石
積
み
は
「
石
が
ま
」
と
い
い
、冬
季
、

こ
の
上
に
乗
り
、
石
の
中
に
集
ま
る
フ
ナ
な
ど
を

捕
る
。
こ
の
「
石
が
ま
漁
」
は
湖
山
池
西
岸
に
の

み
伝
わ
る
伝
統
漁
法
で
、
鳥
取
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
る
や
か
に
船
は
南
東
の
青
島
の
方
向
に
か
じ

を
切
る
。
途
中
、
団
子
島
の
背
後
に
防つ
づ
ら
お

己
尾
城
跡

が
突
き
出
し
て
い
る
。
鳥
取
城
攻
め
に
来
た
羽
柴

秀
吉
を
３
度
撃
破
し
た
、
武
将
吉
岡
一
族
の
本
拠

城
だ
。
城
跡
の
脇
か
ら
延
び
る
谷
に
は
、
吉
岡
温

泉
が
湧
く
。
薬
師
如
来
の
お
告
げ
で
発
見
さ
れ
た

と
伝
わ
り
、藩
主
池
田
家
の
湯
治
場
で
も
あ
っ
た
。

写真提供／山陰松島遊覧株式会社 文／飯田 若菜

湖山池に浮かぶ青島に架かる青島大橋のそばを航行する「長者丸」湖山池遊覧船のコース

湖
山
池
遊
覧
船

  

《
鳥
取
市
》

鳥取民藝美術館別館
湖山池阿弥陀堂
1964（昭和39）年、鳥取市の民
藝運動家、吉田璋也がこの佳景
を見いだし、鳥取民藝美術館の
別館として築造した。

山陰松島遊覧株式会社
鳥取県岩美郡岩美町大谷2182
☎0857-73-1212
https://www.koyamaike-yuran.com/

湖山池遊覧船
語り部が湖山池周辺や鳥取の歴史や名
所などを案内するクルージング。春季
と秋季、1日2回運航。3日前までの予
約制で最小催行人数6人。吉田璋也が
開設した「たくみ割烹店」の弁当を阿弥
陀堂で食べる昼食付きプランもある。

青島
約30種500本の桜が植えられて
おり、花見スポットとしても人
気。山陰地方で初めて縄文式土
器が発見された場所とされる。

猫島
湖山長者の猫にまつわる伝説が
残る島。琵琶湖の竹生島の弁天
宮が分社してまつられている。

石がま
湖山池沿岸に伝わる伝統漁法の「石がま漁」。石
積の「石がま」の上に乗り、越冬のために集ま
るフナを穴から竹竿で突いて追い込んで捕る。
かつては80数基ほどあったが、現在は4基のみ
が残る。　　　　写真提供／湖山池情報プラザ

湖山池ナチュラルガーデン
イギリス出身のガーデンデザイ
ナー、ポール・スミザーが手掛
けた庭園。多年草を中心に、四
季折々に咲く草花が楽しめる。
写真提供／鳥取県

湖
山
池
遊
覧
船

こ
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
　
　
い
け

や
が
て
湖
山
池
最
大
の
島
、
青
島
が
迫
る
。
秋

は
紅
葉
が
美
し
く
、
春
は
ぐ
る
り
と
周
囲
に
植
え

ら
れ
た
桜
が
見
事
だ
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
は
じ
め

枝し

垂だ

れ
桜
、
八
重
桜
な
ど
約
30
種
５
０
０
本
あ
ま

り
が
、
初
春
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
近
く
ま

で
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
次
々
と
咲
き
、
長
く
花
見

を
楽
し
め
る
。
青
島
に
架
か
る
「
青
島
大
橋
」
を

く
ぐ
る
と
、
行
く
手
に
赤
い
鳥
居
が
立
つ
、
小
さ

な
猫
島
が
現
れ
る
。
湖
山
長
者
の
愛
猫
が
、
田
が

池
に
変
わ
る
際
に
溺
れ
て
息
が
絶
え
、
打
ち
上
げ

ら
れ
た
島
だ
と
い
う
。
長
者
に
信
心
を
教
わ
っ
た

と
い
う
猫
は
、
猫
薬
師
と
呼
ば
れ
て
湖
山
町
北
の

栖せ
い
岸が
ん
寺じ

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

下
船
直
前
に
迎
え
る
の
は
、
船
着
き
場
の
背
後

に
茂
る
卯う

山や
ま

の
森
だ
。
山
上
の
「
布ふ

勢せ

古
墳
」
は

国
指
定
史
跡
の
前
方
後
円
墳
。
東
側
に
鎮
座
す
る

日ひ

吉え

神
社
は
南
北
朝
時
代
の
創
建
と
さ
れ
、
今
も

「
山さ
ん

王の
う
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
参
拝
者
が
絶
え
な
い
。

湖
山
池
遊
覧
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
育
ま
れ

た
鳥
取
の
歴
史
、
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
だ
。
ま
た
、
池
の
周
辺
に
整
備
さ
れ
て
い
る

公
園
や
、
鳥
取
市
民
ら
が
選
ん
だ
絶
景
ポ
イ
ン
ト

「
湖
山
池
八
景
」
を
訪
ね
る
の
も
お
す
す
め
で
あ
る
。
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1  権現滝
2  雨にぬれると花が透明になる珍しい植物のサン

カヨウ
3  尾根に形成される雪庇を訪ねるツアーも人気

紅葉の時季のタコブナ

コ
ブ
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ナ
の
大
木
が
あ
る
。

雪
深
い
山
の
た
め
サ
ン
カ
ヨ
ウ
な
ど
北
方
系

の
植
物
が
群
生
し
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
冬

に
は
、
片
側
か
ら
の
強
い
風
雪
に
よ
り
波
の

よ
う
に
雪
の
庇ひ
さ
し

が
尾
根
筋
に
形
成
さ
れ
る
自

然
現
象
「
雪せ
っ

庇ぴ

」
が
見
ら
れ
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
雪
庇
を
見
に
行
く
ツ
ア
ー

も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

島
根
県
飯い
い

南な
ん

町ち
ょ
う

と
広
島
県
庄
原
市
の
県
境

に
位
置
す
る
大
万
木
山
。『
出
雲
国
風
土
記
』

に
「
多た

加か

山
」
と
記
さ
れ
、
た
た
ら
製
鉄
に

ま
つ
わ
る
遺
構
が
残
る
、
歴
史
文
化
の
感
じ

ら
れ
る
山
だ
。

門も
ん

坂ざ
か

駐
車
場
か
ら
左
手
に
滝
見
ル
ー
ト
を

進
む
と
、
鉄
を
精
錬
す
る
際
に
出
る
鉄て
っ

滓さ
い
な
ど

が
道
端
に
見
ら
れ
る
。
権ご
ん

現げ
ん
滝だ
き
を
経
て
林
道
に

入
り
、
水
路
跡
な
ど
を
目
に
し
な
が
ら
歩
を
進

め
る
と
、
門
坂
峠
の
地
蔵
尊
に
着
く
。
こ
こ

か
ら
さ
ら
に
ブ
ナ
の
林
道
を
進
む
と
、
標
高

１
２
１
８
m
の
大
万
木
山
の
頂
上
に
出
る
。

山
頂
か
ら
展
望
台
に
向
か
う
権
現
ル
ー
ト

の
途
中
に
は
、幹
が
何
本
に
も
分
か
れ
た
「
タ
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山
を
あ
る
く

《
島
根
県
・
広
島
県
》

大
万
木
山

お
お          

よ
ろ           

ぎ         
  

さ
ん

権現滝権現滝
滝見ルート
滝見ルート

門坂駐車場門坂駐車場

横手ルート横手ルート
権現ルート登山口権現ルート登山口

位出谷駐車場位出谷駐車場

渓谷ルート

渓谷ルート
龍門滝龍門滝

静かの森静かの森

大階段展望台大階段展望台
分岐分岐

山頂大ブナ
「タコブナ」
山頂大ブナ
「タコブナ」

山頂展望台山頂展望台
サンカヨウ群生地サンカヨウ群生地

門坂峠地蔵尊門坂峠地蔵尊

大万
木林
道

大万
木林
道

広島県
庄原市
広島県
庄原市

島根県
飯南町
島根県
飯南町

権現
ルー
ト

権現
ルー
ト
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